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取扱説明書 


お買い上げいたださありがとラございます。 

電気製品は、安全のためのを意事項を守らないと、 
乂災や人身事故になることびあります。 


この取扱説明書 I こは、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取り扱 
いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品をま 
全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見られるところ 
に必ず保管してください。 


A 警告 


HSR-X200 


© 2002 Sony Corporation 




まをのために 


ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品は、まち 
がった使いかたをする t 火災や感電などじより死亡や大けがなど人身事故じつ 
ながることがあり、危険です。 

事故を防ぐためじ次のことを必ずおずりください。 


ままのためのま意事頂を巧る_ 

4~8ページの注意事項をよくお読みください。製品全般の注意事項が記されて 
います。 


定期点巧をする 

長期間、巧全にお使いいただくためじ、定期点検をすることをおすすめします。 
点検の内容や費用じついては、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口じご 
相談ください。 


が障したらほわない_ 

すぐに、お買い上げ店または ソニーのサービス 窓口にご連絡ください。 


万一、異常び起をた6 


•煙が出た！5 
•異常な音、におい 
びした!5 

• 内部に水、異物が 
入った！5 

•製品を落としたり 
キャビネットを破 
損したときは 


4 0電源を切る。 

〇電源コードや接続コードをキ友く。 

〇 お買い上げ店または ソニーのサービス 
窓口に連絡する。 



すぐに電源を切り、消火する。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、夕 
のよつな表术をしてし''ます。表 
示の内容をよく理解してから本 
文をお読みください。 


A 警告 

この表示のミ主意事項を守らない 
と、火災や感電などにより死亡 
や大けびなど人身事故につなび 
ることびあります。 


/ t \ ま思 

この表示のま意事項を守らない 
と、感電やその他の事故により 
けびをしたり周辺の物品に損害 
を与えたりすることびありま 
す。 


ミ主意を促ず記号 

A\ 

感電 义災 

行為を禁止ずる記号 

0 ® d) 

禁止分解禁止めれ手禁止 
行為を指示ずる記号 

アース線を指示つラグをコン 
接続せよ セントから抜く 
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下記のま意を巧 6 ないと、 


乂災感電夕な巧や^により歹巧亡や大 I すむ句こつなびることびおります。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。 

•設置時に、製品と壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしない。 
•電源コードを如エしたり、傷つけたりしない。 

•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

•熱器具におづけたり、加熱したりしない。 

•電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。 

万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口に 
交換をご依頼ください。 


〇 

指汀^ 


電源コードのプラグおよびコネクターは巧を当たるまで差し込 
む 

まっすぐじ突き当たるまで差し込まないと、火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


油煙、湯気、湿気、ほこりのるい場巧では設置しない 

上記のような場所に設置すると、火災や感電の原因となることがあります。 
取扱説明書じ記されている仕様条件な外の環境での使用は、火災や感電の原 
因となることがあります。 


0 

禁止 


内部に化や異物を入れない 

水や異物が入るとか災や感電の原因となることがあります。 

万一、水や異物が入ったときは、すぐに電源を切り、電源コードや巧続コー 
ドを巧いて、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口じご相談ください。 


分解禁止 


内部を開けない 

内部には電圧の高 V >部分があり、キャビネットや裏ぶたを開けたり改造した 
りすると、火災や感電の原因となることがあります。内部の調整や設定、点 
検、修理、別売りのボードの取り付けはお買い上げ店またはソニーのサービ 
ス窓口にご依頼ください。 



分解禁止 


か装を外さない、改造しない 

外装を外したり、改造したりすると、感電の原因となります。 

内部の調整や設定および点検を斤う必要がある場合は、必ずサービストレー 
ニ ングを 受け た技術まじご依頼ください。 
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注意 


下記のま意を巧 6 ないと、 

けびをしたり周边の物品に損害を与えることびあります。 


〇 

指示 


本機は日本国内用です 

交流 100 V でお使 t > ください。 

海外などで、異なる電圧で使うと、火災や感電の原因となることがありま 
す。 


めれた手で電源プラグをさわ6ない 

ぬれた手で電源プラグを抜き差しすると、感電の原因となることがありま 

めれ手禁止 



〇 

指示 


接続の隐は電源を切る 

電源コードや接続コードを接続するときは、電源を切ってください。感電や 
故障の原因となります。 


〇 

指71^ 


付属の電源コードをほう 

付属の電源コードを使わないと、感電や故障の原因となることがあります。 


0 


通風孔をふさびない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原因となることがありま 
す。風通しをよくするためじ次の項目をお守りください。 

•壁から5 cm な上離して設置する。 

• 密閉された狭い場所!こ押し&めない。 

• 毛足の長い敷物（じゅうたんなど)の上に設置しない。 

• 布などで包まない。 

•あおむけや横倒し、逆さまじしない。 


0 


不ま定な場所に設置しない 

ぐらついた台の上や傾 t 、たところなを じ設置すると、倒れたり落ちたりして 
けがの原因となることがあります。また、設置•取り付け場所の強度を充分 
じお確かめください。 


0 


ファンび止まつたままのが態で巧用しない 

ファンが止まると、 POWER インジケーターが点滅します。そのまま使用し 
続けると、内部に熱がこもり火災の原因となることがあります。お買い上げ 
店または ソニーのサービス 窓口に ご 相談ください。 
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A ミち意 


下記の注意を巧6ないと、 

けびをしたり周辺の物品に損害をちえることがあります。 


0 

禁止 


製品の上に柔6ない、重い物を載せない 

製品の上に乗ったり 20 kg を超える モニター を載せると、倒れたり、落ちた 
り、壊れたりして、けがの原因となることがあります。 


运 

つラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際は、電源を切つて電源プラグを巧< 

電源を接続したままお手入れをすると、感電の原因となることがあります。 


〇 

指汀^ 


移動さだるとをは、電源コード、接続コードを巧< 

接続したまま移動させると、コードが傷つき、火災や感電の原因となること 
があります。 


〇 

指汀^ 


内部の掃除を依巧する 

長い間掃除をしないと内部じほこりがたまり、火災や感電の原因となること 
があります。内部の掃除 じついて は、お買い上げ店または ソニーのサービス 
窓口じご相談ください（有料)。 

特に、湿気の多くなる梅雨の前に掃除をすると、より効果的です。 


e 

アース 線を 
接続せ よ 


まをアースを接続する 

巧全アースを接続しないと、感電の原因となることがあります。ホの方法で 
アースを接続してください。 

• 電源コンセントが3極の場合 

電源コードをそのまま接続すれば、ま全アースが接続されます。 

• 電源コンセントが2極の場合 

付属の3極卜極変換プラグアダプターを使用し、変換プラグから化てい 
る緑色のアース線を建物に備えられているアース端子に接続してくださ 



不明な点は、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口じご相談ください。 
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使用上のご注意 


まを上のご注意 

電源 

• 本機は 100 VAC 、 50/60 HZ 電源で使用してください。 

• 動作可能電圧、消費電力などを記載した機銘板は、本機の後面 
じあります。 

.電源コードは壁のコンセントじつないでください。電源のつなぎか 
たじついては、「基本接続例」 （42 ページ）をご覧ください。 

•長巧間使用しないときは、電源プラグを壁のコンセントから抜いて 
ください。 

巧り巧い上のごミ主意 

使用-保管場所 

長期間ご愛用いただくため、次のような場所での使用および保管 

は避けてください。 

• 極端に暑いところや寒いところ（使用温度は5で〜40でです。） 

•直射日光が長時間あたるところや暖房器具の近く (真夏、窓を開 
め切った自動車内では日0でを超えることがありますのでご注意 
ください。） 

•湿気、ほこりの多いところ 
敕しい振動のあるところ 

• 強いを兹気を発生するものの近く 

•強力な電波を発生するテレビ、ラジオの送信所の近く 

通風□をふさがない 

• 本磯内の温度の上昇を防ぐため、本機の両側面、底面にある通 
風口をふさがないでください。本機の両側面、後面、上面は、壁 
や天井から5 cmK 上離してください。 

-本磯底面の脚は外さないでください。脚をがけた状態で平面に 
設置することによって、床から 1 cm の距離を保つことができま 
す。 

•本磯を密閉された箱に入れて使用しないでください。 

水平位置で使用してください 

•本磯は水平平面上で動作するよう設計されています。 

•傾いた場所に設置しないでください。強い衝撃を与えないでくだ 
さい 

•落としたりして強い衝撃を与えると故障することがあります。 


お手入れについて 

• お手入れをする前に、電源プラグをコンセントから抜いてくださ 

い。 

. キャビネットやパネルの汚れは、乾いた柔らかい布で軽くふき取っ 
てください。汚れがひどいときは、中性洗剤溶液を少し含ませた 
布で汚れをふき取り、乾いた布で仕上げてください。 
.アルコール、 シンナー、ベンジンや殺虫剤など、揮発性のものを 
かけると、変質したり塗料がはげることがあります。 

輸送のとをは 

付属のカートン、または同等品で栖包し、急激な衝撃を与えないよ 
うにご注意ください。 


セッティングバックアップ機能について 

• 本磯の底面には時間設定を持続するためのバックアップ用電 
池（リチウム電池）が装備されています。通常の使いかたで 
バックアップ用電池は充電されます。 

覇氏約30時間でフル充電に なり、 約30日間は時間設定が 維 

持されます。 


ごま意 


充電時間が30時間未満ですと、電源を切った場合セッティ 
ングは正しく継続されません 

• バックアップ用電池（リチウム電池）の交換じついては、お買 
い上げ店またはソニーのサービス窓口じご巧談ください。 


HDD 内蔵機器に対する注意事頃 

本磯には、ハードディスクドライブ（た(下 HDD と称する）が搭載さ 
れています。 HDD は精密部品であり、衝撃•振動•静電気’温度" 
湿度が原因で故障したり、 HDD 内のデータが破損する恐れがあり 
ます。本機を設置•使用するときは、な下の注意事項をよくお読み 
のうえ、慎重に取り扱ってください。 


衝撃-振動を与えない 

衝撃•振動が加わると HDD が故障あるいは HDD 内のデータが破 
壊されるおそれがあります。 

. 本機を搬送する場合は、指定の栖包材料で捆包してください。台 
車などで搬送する場合は、振動の少ない台車を使用してくださ 
い。過度な衝撃-振動が加わると HDD が故障するおそれがあり 
ます。 
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使用上のごを意 


• 通電中は本機を移動しないでください。本機をラックから化し入 
れするときも、必ず電源を OFF じした状態で斤ってください。 

• ラック内じあるすべての HDD 搭載機器に衝撃を与えないでくだ 
さい。 

• 本機をラックカみ出し入れするとき、ラック内に通電中の HDD 搭 
載機器がある場合は、必ずその機器の電源を OFF じしてくださ 

い。 

• 本機の外装を取り外さないでください。 

-本機を床などじ置くときは、本機の底に必ず指定の脚ががいて 
いる状態で、静かに降ろしてください。脚ががいていない場合 
は、脚を取り付けてから置いてください。 

• 振動を発生する機器の巧くじ置かないでください。 


電源 OFF 後30秒間は作業しない 

電源を OFF じした後もしばらくの間は、 HDD 内のディスクは慣性 
で回転しており、ヘッドは不安定な状態じあります。この期間は、 
通電中な上に衝撃•振動に弱 V >状態です。 電源 OFF 後、最低30 
秒間は軽い衝撃も与えない ようじご注意ください。30秒な上経過 
すれば、（ディスクが静止するので）作業を開始できます。 


HDD の交換 

HDD . ファン、内蔵リチウム電池は消耗品です。常温でのご使用 
の場合、2~3年を目安に交換してください。ただし、この時間はあ 
くまでも交換の目安であり、部品の寿命を保証するものではありま 
せん。交換の際には販売店じご巧談ください。 


録画内容の補償に関する免責事項 

本機の不具合など何らかの原因で記録ができなかった場合、不具 
合-修理など何らかの原因で記録内容が破損、消滅した場合等、 
いかなる場合においても記録内容のネ甫償およびそれに付随するあ 
らゆる損喜じついて、当社は一切責任を負いかねます。また、い 
かなる場合においても、当社じて記録内容の修觀復元、複製等 
はいたしません。あらかじめご了承ください。 


温度-湿度に関するごを意 

適正範囲内の温度(5で~40で） • 湿度位0%な下)じある場所で、 
保管•使用してください。 


HDD に不良症:!犬が現れた場合 

で 一、 本機の HDD が故障した（不良症状が現れた）と思われる 
場合でも、本機の取り扱いは、上記と同様に斤ってください。不良 
内容の確認や不良解析を斤うまでの損傷のあ大を防ぎます。 


内蔵の時計を設定して使用する 

内蔵の時計で曰時を設定していないと、記録ができません。 

時計が設定されていない場合、電源を入れて本機を起動すると、 
警告メッセージ「日時設定をおこなわないと記録できません！」が 
モニター 画面 じ 表示されます。 

時計を設定してから使用してください。 
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ソニー デジタルサーベイランスレコーダー HSR - X 200 は、 監視 カメラ 
からの映像を記録する デジタルビデオレコーダー です。内蔵の 
ハードディスクじ 記録するた め、 カセットテープを使用する レコー 
ダーのようじテープの記録時間や耐久性を気にすることなく、高画 
質での長時間記録-再生が可能です。 

本機の特長 


大容量 HDD 採用による長時間記録 

容量 80 GB のハードディスクを標準装備し、長時間の連続記録が 
可能です。 

例： 

1入力、1フィールド/秋画質 HYPER :413 時間 （17.2 日） 

1入力、1フィールド/秋画質 HIGH : 671時間 （28 日） 

1入力、1フィールド/秒、画質 LOW : 1264時間 （52.7 日） 

4入力、各入力1フィ—ルド/秋画質 HIGH : 167時間 （7 日） 
別売りのハードディスクドライブ HSBK - X 201 を使用することじよつ 
て、増設が可能です。 


Motion - JPEG 圧縮ち式採用による高画質-高解 
像度の記録-再生 

5段階の記録画質を還択可能 

HSR - X 200 では 、 HYPER ( 52 邸/ フイー ルド ）、 SUPER (44 KB / 
フイー ルド ）、 HIGH (32 邸/フイー ルド ）、 MID (24 KB / フイー ルド）、 
LOW ( rZKB / フィールド）の5段階の記録画質を、目的や必要な 
記録時間に応じて違択できます。解像度を下げることじよって、そ 
れぞれ上位の画質より、長時間の記録が可能じなります。 

高解像度 

通常の フィールド 記録 モードで、 720 X 240 ピクセルの 高解像度が 
得られます。 

フレーム記録モードを指定すると、 720 X 480 ピクセルの、より緻密 
な静止画像を1フレームずつ記録できます。 

フィールド記録/フレーム記録は メニュー 操作じより切り換えが可能 
です。 


を丢ミな記録-再生び可能 

内蔵 HDD を通常記録、アラーム記録、アーカイブの 3 つの領域に 
分割して使用できるため、様々な状況に柔軟に対応できます。 

• タイマー記録中でもアラーム記録を実れ 
.記録を中断することなく再生が可能なプリリバース再生 
.8 X 10 多点アクティビティーセンサーによるアラーム記録 
• オーディオ1チャンネルの記録.再生 
. ジョグおよびシャトルダイヤルによる変速再生 
•画像の2倍ズーム機能 


を様なシステム構成び可能 

マルチプレクサーの接続 

別売りの マルチプレクサーを 接続して使用できます。本機で チャン 
ネル情報の デコード 可能な マルチプレクサー では、特定の チャン ネ 
ルを 指定して使用できます。 

ネットワーク対応による遠隔操作 

市販のネットワークカードを使用することじよって、 TCP / IP 経由で 
PC ( WEB ブラウザー）力み本機を操作し、記録•再生や画像の伝 
送が可能です。 

データの保巧とバックアップ 

前面と後面の PC 力ードスロットじより、各種メモリーカードや、指定 
の CD - R ドライブ、 DDS ドライブでのデータ保存.バックアップじ対 
応できます。 

♦使用できる CD-R ドライブ、 DDS ドライブについては、お買い上げ店また 
はソ ニーのサー ビス窓口にお問い合わせください。 


本書に記載の杜名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 




概要 


システム構が例 


基本シングルカメラシステム 


接続したカメラの画像をモニター画面で監視•記録し、記録された 
画像を再生します。 
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SW A VIDEO 

1 IN 


VIDEO I MONITOR 

IN COMPOSITE) I OUT 


モニタ ーt 


Q| □ □ 00000 □ |0 


モニタ— a} 


0| □ □ 00000 □ Id 


SW VIDEO 

OUT OUT 


VIDEO 

OUT 


VIDEO 


る回回回回回回囚つ [□口口 L 〇] 
回回回回回回回回一' b 口 d I□口I 


マルチプレクヴー 



a) 記録と再生を同時に巧う モニター（ソニー、サンヨー、 デディケー テッドマ 
イクロズ、ロボットエレクトロニクス 杜製の マルチプレクサー 使用） ： 記録 
しながら再生画像を見ることができます。選択した1 チャンネル のみの再 
生画像を フルスクリーンで 表示しまず。 


b) 再生のみを巧う モニター （ほとんどの マルチプレクサー に対応）：記録 
時はライブ画像を、再生時は再生画像を、それぞれ フルスクリーン また 
はマルチスクリーンモードでモニターできます。 


7ルチカメラシステム 

マルチプレクサーに 接続された複数の カメラの 画像を記録-再生 
します。 


ビデオカメラ 



i 變 
□ □0 


^ -0 
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概要 


ヴポー トシステム 


カメラシステムじ 加えて、 HSR - X 200 と協力して働く様々な周辺機器 
を使用すること力 S できます。 
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さ部の名赖と働き 


前面パネル 


©LOCK インジケーター 

包記録-再生操作ボタン 
©MENU ボタン 


0 POWER インジケーター 
©ALARM インジケーター 

QALARM FULL インジケーター 
©FULL インジケーター 


0EXIT/OSD ボタン 

©SHUTTLE HOLD ボタンとインジケーター 
巧シャトルダイヤル 
巧ジョグダイヤル 



の PC CARD スロット 
© メニユ ー リセツトボタン 
COPY ボタンとインジケーター 
化 SEARCH FRAME/FIELD ボタン 
を CHANNEL ボタンとインジケーター 
を ZOOM ボタンとインジケーター 


〇 POWER 情源）インジケーター 

本磯が通電状態のとき緑に点灯します。通電が遮断されると消灯 
します。 

HDD またはファンに異常があるとホで点滅します。 


ごま意 


本機の内部温度を適正に保つため、ファンが本機側面に装備され 
ています。ファンが正しく作動しないと、 POWER インジケーターが 
点滅して異常を知らせます。そのような場合は、電源を切ってコン 
セントからプラグを抜き、ファンをさえぎるものがないか確認してくだ 
さい。再度電源を入れたとき、まだ POWER インジケーターが点滅 
していたら、本機の使巧を中止して最寄りの ソニー サービスステー 
シ ョン または お買い上げの ソニー 特約店 ま で ご巧談ください。 

Q ALARM (アラーム）インジケーター 

アラーム記録ま斤中はホで点滅し、プリアラーム記録ま斤中はホ 
で点灯します。記録が終わると消灯します。 

♦アラーム記録、プリアラーム記録については r アラーム記録」 （27 ページ） 
をご覧ください。 


〇 ALARM FULL (アラーム記録領域フル）インジケー 
夕_ 

内蔵 HDD のアラーム記録領域の残量が設定値（デフォルトは 
1%)が、下になるとホで点滅し、残量力';0じなるとホで点灯します。 

〇 FULL (通常記録領域フル）インジケーター 

内蔵 HDD の通常記録領域の残量が設定値（デフォルトは1%) ■K 
下になるとホで点滅し、残量が0じなるとホで点灯します。 

包 LOCK (□ック）インジケーター 

セキュリティロックで操作にロックがかけられているとホで点灯しま 
す。インジケーターが点灯しているときじ操作ボタンを押すと、イン 
ジケーターが点滅し、パスワード入力画面じなり、パスワードの入力 
を要求します。 

♦セキュリティロックやパスワードについては r セキュリティロックを設定す 
る」（日4ぺージ）をご覧ください。 
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各部の名称と働き 


包記録-再生操作ボタン 


④ 11 PAUSE ポタンとインジケーター 



④II PAUSE (-時停止）ボタンとインジケーター(憧） 

再生中に押すと、静止画モードじなり、インジケーターが点灯しま 
す。 

もう一度押すと、通常の再生モードに戻ります。 

⑥ ■ STOP (再生停止）ボタン 

再生（静止画、変速再生を含む）を終了するとき押します。 

⑥ ！◄◄ ALARM (アラームスキップ）ボタン 

通常記録領域またはアラーム記録領域に記録された画像を再生中 
じ押すと、ひとつ前または次のアラーム記録イベントの画像にスキッ 
プします。 

アーカイブ領域に保存された画像を再生しているときじ押す t ひ 
とつ前またはホのイベントじスキップします。 

® ► PLAY/PRE REVERSE PLAY (再がプ U U バース 
再生）ボタンとインジケータ ー （緑） 

停止状態で押すと、インジケーターが点灯し、再生が始まります。 
♦詳しくは、「を常の再生」 （35 ぺージ）をご覧ください。 

記録中に押すと、記録を継続したまま、メニューで指定したプリリ 
バース時間（1~99分）だけさかのぼった位置から再生することが 
できます。 

♦詳しくは、 r プリリバース再生一記録中に再生する」 （3 日ページ）をご覧く 
ださい。 


® TIMER (タイマー ） ボタンとインジケーター（ホ） 

押すとタイマー記録の待機状態じなりインジケーターが点灯します。 
メニューで設定した記録開始時刻になると記録が始まり、 REC ボタ 
ンのインジケーターが点灯します。 

もう一度押すと、待機状態もしくは実斤中のタイマー記録が解除さ 
れます。 

♦詳しくは、「タイマー記録」 （30 ぺージ）をご覧ください。 

© REC STOP (記録停止）ボタン 

記録を終了するとき押します。 

⑥ ♦ REC (記録）ボタンとインジケーター(ホ） 

押すとインジケーターが点灯し、記録が始まります。 

〇 MENU (メニユ ー) ボタン 

押すと メニューモード じ入ります。 メニュー 操作中はま示されて い 
る設定画面から別の設定画面じ切り替えることができます。 

♦ メニュー巧作について詳しくは、「メニュー操作」 （19 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

包 EXIT/OSD (メニュー解除/画面表示データ切り替え）ボ 
タン 

メニュー モードを解除するとき押します。 

メニューモードが、外のときは、画面表示データ (0 SD ) の表示切り替 
えボタンとして働きます。ボタンを押すたびじ画面表示データが左 
下表示/ち上表示/を下表示/非表示/左上表示の順に切り替わ 
ります。 

♦画面表示データについては「画面表示データ」 (18 ページ）をご覧くださ 


包 SHUTTLE HOLD (シャトルホールド）ボタンとインジ 
ケータ ー（ 緑） 

このボタンを押してインジケーターを点灯させる t シャトルダイヤル 
じよる変速再生の再生方向とスピードをロックすることができます。 
もう一度押すと、変速再生開始前のモードに戻ります。 

♦詳しくは、「を巧再生」 （36 ぺージ）をご覧ください。 

⑩シャトルダイヤル（か側） 

再生モード （ PLAY ボタンのインジケーターが点灯）または静止画 
モード （ PAUSE ボタンのインジケーターが点灯）のときじシャトルダ 
イヤルを回すと、ダイヤルの回転に応じた方向とスピードで再生さ 
れます。 

♦詳しくは、「'変速再生」 （36 ぺージ）をご覧ください。 

モニター 画面に表示され るメニュー 画面では、このダイヤルをちじ 
回すことじよって違択-設定を確定させます。 
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のジョグダイヤル（内側） 

再生モード （ PLAY ボタンのインジケーターが点灯）でジョグダイヤ 
ルを回すと、再生スピードを段階的に変更することができます。を 
回しで速くなり、左回しで遅くなります。 

静止画モード （ PAUSE ボタンのインジケーターが点灯）でジョグダ 
イヤルを回すと、コマ送り再生されます。をに回すと順方向、左に 
回すと逆方向にコマ送りされます。 

♦詳しくは、「変速再生」 （36 ぺージ）をご覧ください。 

モニター 画面(こ表示されるメ ニユー 画面では、このダイヤルで力一 
ソルの移動や値の設定を斤います。 

の ZOOM (ズーム）ボタンとインジケーター(緑） 

モニター 画面じ表示され ているカメラ 画像や再生画像の一部をあ 
大して表示す る ことができます。 

あ大するゾーンはジョグダイヤル/シャトルダイヤルで指定します。 
ズーム表示されている間は、 ZOOM ボタンのインジケーターが点灯 
します。もう一度押すと通常の画像サイズに戻ります。 

♦詳しくは「再生画像を化大する」 （37 ページ）をご覧ください。 

⑩ CHANNEL (チャンネル）ボタンとインジケーター(緑） 

本機でチャンネル情報をデコード可能なマルチプレクサーを使用し 
ているときは、このボタンを押すと、チャンネル違択画面に切り替 
わり、特定のチャンネルを違択して出力させることができます。この 
モードでは CHANNEL ボタンのインジケーターが点灯します。 

もう一度ボタンを押してインジケーターを泮1灯させると、全チャンネ 
ルモードじなります。 

♦詳しくは、 r マルチプレクサーチャンネルを逞択する」 （37 ページ）をご覧 
ください。 

の SEARCH FRAME / FIELD けーチ-フレーム/フィー 
ル ド） ボタン 

記録モードまたは停止状態でこのボタンを押す t 再生する巧像を 
検索（サーチ）するための画面じ切り替わります。 

また、フレームモードで記録した画像を静止画モードで再生してい 
るときは、このボタンを押してフレーム表示とフィールド表示を切り替 
えること力 S できま寸。 

♦詳しくは「再生」（3日ぺージ）をご覧ください。 

0 COPY (コピ ー) ボタンとインジケーター(緑） 

内蔵 HDD のアーカイブ領域や外部の記録媒体（メモリースティッ 
クや DDS テープ）じデータをコピーするとき押します。インジケー 
夕一が点灯し、 コピー操作画面に切り替わります。 

♦詳しくは、「データの保存」 （32 ぺージ）をご覧ください。 


⑩メニユーリセツトボタン 

このボタンを 押すと、現を表示され ているメニューの 全項目の設定 
が、工場出荷時のデフォルト状態に房ります。 

の PC CARD ( PC 力ード）ス□ツト 

市販の PC 力ードアダプターを 装着することじより、 メモリー ステ イッ 
クなどへ データをコピーして 保存することができるようじなります。 


15 



各部の名称と働き 


を面パネル 



〇 PC CARD ( PC 力ード）ス□ット 

Type 2 の PC 力ード用です。市販の SCSI PC 力ードを装着すること 
じよって、 CD-R や DDS ドライブでのデータバックアップが可能じな 
ります。市販の LAN PC 力ードじより、ネットワークコントロールじ巧 
応十ることるでさま寸。 

〇 M に（マイク）端モ（モノラルミニジャック） 

マイクを接続します。 

0 AUDIO 植声）端モ（ピンジャック） 

IN (入力）： 音声 信号を入力します。 

OUT (出力）： モニターなどの AUDIO IN 端子に接続します。 

〇 S-VIDEO ( S ビデオ）端モ (Mini DIN 4ピン） 

IN (入力）： Y/C じ々離された S-VIDEO 信号を接続します。 
LOOP OUT (ループ出力 ）： IN 端子に入力された信号をその 
まま出力します。本機の電源が OFF のときも信号が出力され 
ます。 

OUT (出力）： Y/C じ々離された S ビデオ信号を化力します。モ 
ニターの S ビデオ信号入力と接続します。 マルチプレクサー を 
かして映像を出力したいときは、 マルチプレクサーの S - 
VIDEO 入力端子に接続します。 


©VIDEO (映像）端モ （ BNC 型） 

IN (入力）： カメラを接続します。マルチプレクサーを使用すると 
きは、マルチプレクサーの映像出力端子じ接続します。 

LOOP OUT (ループ出力 ）； IN 端子に入力された信号をその 
まま出力します。本機の電源が OFF のときも信号が出力され 
ます。 

OUT (出力）： モニターの VIDEO IN 端子に接続します。コンポ 
ジットビデオ信号を出力します。出力されるビデオ信号じは， 
キャラクター信号が スーパーイン ポーズされます。マルチプレク 
サーをかして映像を出力したいときは、マルチプレクサーのビ 
デオ乂力端子に接続します。 

包 RS -232 C 端モ （ D-sub 9ピン） 

コンピューターなどの外部コントローラーを接続できます。 

〇 〜 AC IN ( AC 電源入力）端モ 

付■属の電源コードで AC 電源じ接続します。 

包電源 コー ドホルダー 

付属の固定クリップを使って、図のようじ電源コードを固定します。 



固定クリップ 
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o アラー ム端モ 

各種 アラーム 信号や制御信号の入出力用です。 COM 端子はそれ 
ぞれの GND 用です。 


⑩制御端モ 

各種 アラーム 信号や制御信号の入出力用です。 COM 端子はそれ 
ぞれの GND 用です。 


NON REC OUT WARNING OUT 


ALARM 

Preset i 

COM IN I OUT 


CLOCK 

I^I 

COM IN OUT 


ALARM 
FULL FULL 













□ 

〇 

□ 

〇 

□ 

〇 

口 

〇 

□ 

を 

口 

〇 

口 

〇 

口 

〇 

□ 

を 

口 

を 

口 

を 


ALARM FULL 端子 

FULL 端子 
WARNING OUT 端テ 


CLOCK 端子 
NON REC OUT 端子 
ALARM 端子 


ALARM 端モ 

マ ラーム記録のトリガーとなる信号を入出力します。 

IN :アラーム信号入力（無電圧メイク接点） 

RESET :アラームリセット入力（無電圧メイク接点） 

OUT :センサーアラーム信号出力 （ DC 5 V /5.7 kn )。 本機に内 
蔵のアクティビティーディテクションセンサーが働いたときや、 
外部アラームを検出すると、出カレベルが 0 V じなります。 

NON REC OUT 端モ （DC 5V/5.7kn) 

録画が中断すると、出カレベルがいになります。 


RS 485 端モ 



COM/ I COM I COM IN OUT COM COM 

A B REMOTE I_I SW OUT 

I_I SERIES 

RS485 RS485 

TERMINATE 
~ION 



RS 485 TERMINATE スイ■ツチ 


RS485 端モ 

RS 485 インターフェース用です。ツイストペアーケーブルを使用して 
コントローラ—の A , B , COM ピンに接続します。 

♦ 接続については r リモートコントロールのあ続と設赴 （ 47 ページ）をご覧 
ください。 

REMOTE 端テ服抗ラダー式） 

リモートコントロール 用です。 

♦ 接続については r リモートコントロールの接続と設財 （ 47 ページ）をご覧 
ください。 


CLOCK 端モ 

外部スイッチなどを使って本機の時計を合わせたり、本機に接続し 
た機器の時計を本機の時計に合わせて設定することができます。 
IN :時計合わせ入力（無電圧メイク接点)。外部スイッチなどを接 
続します。 

OUT :時計合わせ出力 （ DC 5 V /5.7 kn )。 メニューで 設定した 
時刻じなると、出カ レベルが びびになります。 

WARNING OUT 端モ （DC 5V/5.7kn) 

HDD じ異常があると、出カレベルがいになります。 


SERIES 端モ 

映像 • 音声信号を複数の HSR - X 200 でシリーズ接続するとき、制抑 
信号をシリーズ接続するための端子です。 

IN :前の HSR - X 200 の OUT 端子に接続します。 

OUT :かり HSR - X 200 の IN 端子に接続します。 

SW OUT 端モ （DC 5V/4.8kn) 

パルス信号を出力します。 マルチプレクサーの SW 端子に接続す 
ることじよって、入力画像の切り替えタイミングを制御することがで 
きます。 


FULL 端モ （DC 5V/5.7kn) 

内蔵 HDD の通常記録領域の残量が メニューで 設定した値より少 
なくなると、出カ レベルが 0 V じなります。 

ALARM FULLS 甜モ (DC 5V/5.7kn) 

内蔵 HDD の アラーム 記録領域の残量が メニューで 設定した値よ 
り少なくなると、出カ レベルが 0 V じなります。 


RS485 TERMINATE スィッチ 

RS -485 終端用スイッチです。 RS 485 端子で複数の HSR - X 200 をシ 
リーズ接続するとき、最後の HSR - X 200 の RS 485 TERMINATE ス 
イッチを ON じします。 


17 
























































各部の名称と働き 


の 才ール U セツトボタン 

CPU をリセットします。 


包アラーム数 

アラーム 記録が斤われると、その件数を表示します。9999件を超え 
ると1じ房ります。 


0 POWER (電源）スイッチ 

本機の電源を入/切します。 


画面表示 データ 


〇チャンネル（カメラ）番号 

チャンネル情報を本機でデコードできるマルチプレクサーを接続し 
たときは、本機で違択したカメラ番号を表示します。 


0チヤンネル（カメラ）番号 
0ステータス 

0記録領域巧量 


画) 


⑩ ディスク_ 
エラー 表示 


fioo^ 


〔デイスクエラー (1 )J 


を -01 -01 レ ALA が ) 陋 OOh 


屯0:日0:巧 


を時刻 
〇日付 


圆に .1 日 SE 日 


なアラー ム数 
6記録周期 
な記録画質 
をアラーム タイプ 


前面パネルの EXIT / OSD ボタンを押して、表示位置を切り替えた 
り、非表示じすることも可能です。 

〇~包の表示は、 メインメニュ ー2 の「データ表示/無信号検出 
設定」で f 固別に入/切することもできます。 


〇曰付/包時刻 

記録および停止状態（カメラ入力画像モニター）時は、現をの日 
付•および時刻を表示します。 

再生中は、記録時の日かおよび時刻を表示します。 


包 ステータス 

現在の動作モードを表示します。 

参：記録 

►:再生 

II :静止画 

►►:順方向変速再生 

◄◄:逆方向変速再生 

包 記録領域巧 量 

情録設定」メニューで記録領域の上書き記録が「切」じ設定され 
ているときは、記録領域の残量（％)を表示します。 

⑩ ディスクエラー表示 

ハードディスクにェラーが 発生すると表示されます。 

ディスクエラー： ェラーが発生したが、2台搭載されている ハード 
ディスクのうろどろらじ発生したか判別できない。 

ディスクエラー （1): マスター側ディスク （ DISK 1 ( MASTER )) じ 
ェラーが 発生した。 

ディスクエラーロ)： スレーブ俩)ディスク ( DISK 2 ( SLAVE )) じェ 
ラーが 発生した。 

ディスクエラー (1->2)： DISK 1. DISK 2 の順にェラーが発生し 
た。 

デイスクエラー (2 - >1)： DISK 2. DISK 1 の順にエラーが発生し 
た。 


〇アラームタイプ 

現在のアラーム記録のタイプを表示します。 
ALARM :通常のアラーム旨己録 

PRE-ALARM :プリアラーム記録 


〇記録画質/©記録周期 

記録モードおよび停止状態では、通常記録に設定されている記録 
画質と記録周期を表示します。再生中は、記録時の記録画質と記 
録周巧を表示します。 
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OSD 基本操作 


本磯では、モニター画面に表巧されるメニュー画面を使用して、各 
種の設定を行います。 

♦メニ ューの階層は、21ぺージをご覧くだきい。 


メ ニユー 操作 


ここでは OSD ( On-Screen Display ) 基本操作を、メニュー項目の 
設定を例にして説明します。 

メニュー操作に使用ずるボタン/ダイヤル 


MENU ボタン 



SEARCH ボタン、 COPY ボタンで表示される メニュー もあります。 
♦これらのメニューについては、38ぺージおよび32ぺージをご覧ください。 

メニュー操作を開始ずるには 

MENU ボタンをホ甲します。 

モニター 画面にメイン メニュー 1が表示されます。 

一番上の'斤が反転表示されます。 


< メインメニユ ー 1> 


■ 時刻設定 


2. 映像入力設定/プリリバース 


3. 記録領域設定 4 

4. 記録設定 4 

日.通常記録設定 4 

6. タイマー設定 4 

7. 休日設定 4 

8. アラーム 記録設定 4 

メインメニユ ー2 へ 4 


ジョグで移動、シャトルで選}只 


メインメニュー2に切り替えるには 

もう一度 MENU ボタンをホ甲します。 


< メインメニュー2> 

kKAh ホ*^ 酷を お賠 お^ K 1 

2. RS -232 C / RS -485 設定 

4 

3. プザー設定 

-> 

4. セキュリティー□ック設定 

-> 

日.ネットワーク設定 

-> 

目.パードディスク設定 

-> 

7. 停電 情報/使用時間 

-> 

メインメニュ ー1 へ 

-> 

ジョグで移動、シャトルで選巧 



カーソル（反転表示）を移動ずるには 

ジョグダイヤルを回します。右に回すと下へ、左に回すと上に移動 
します。 


ち回し < メインメニュ ー 1> 


1. 時刻設定 4 

2. 映像入力設定/プリリバース 4 

3. 記録領域設定 4 

4. 記録設定 4 


已.通常記録設定 


已.タイマー設定 4 

7. 化日設定 4 

8. アラーム記録設を 4 

メインメニュ ー2 へ 4 


^こ， ジョグで移動、シャトルで還が 

も回し - 

メニユー項目を還択ずるには 

ジョグダイヤルで力ーソルを合わせ、シャトルダイヤルををに回しま 
す。 

選択したメニュー項目の設定画面に切り替わります。 

別のメニユー項目の設定画面に移動するには 

メニュー項目の設定画面で MENU ボタンを押します。 

ホのメニュー巧目の設定画面に切り替わります。 

例えば、「1.時刻設定」の設定画面で MENU ボタンを押すと、 
「2.映像入力設定/プリリバース」の設定画面に切り替わります。 

設定画面か5 メインメニュ ー 1または2に戻るには 

シャトルダイヤルを左に回します。 
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OSD 基本操作 




設定するには 

1 反転表示されているち目を設定するときは、そのままシャいレ 
ダイヤルををじ回す。 

現在の設定が点滅します。馈定できる欄が1斤に複数ある場 
合は、最初の欄が点滅します。） 



または、ジョグダイヤルを回して設定したい巧目を反転表示さ 
せて、シャトルダイヤルををに回す。 



ク 



2 ジョグダイヤルを回して、点滅している斤または欄の設定をを 
更する。 

ジョグダイヤルを回すと、点滅している斤または欄に設定でき 
る値が順番に表示されます。 

3 希望の値が表示されたら、シャトルダイヤルををに回す。 

設定できる欄が1斤に複数ある場合は、ホの欄が点滅します。 
それぞれ順番に同じ方法で設定します（シャトルダイヤルを左 
じ回すと左または上に戻ります)。 

1斤の設定が終わるとみの斤に力ーソルが移動します。 

メニューの設定をずべてデフオルトに戻ずには 

穴にピンなどを差し込み、メニューリセットボタンを押します。モニ 
ターに表示されているメニュー項目の設定がすべて工場出荷時の 
状態に戻ります。 

MENU モードか5巧けるには 

EXIT / OSD ボタンを押します。 

メニュー設定の保を 

メニューモードで 設定した値は、 データと して メモリースティック じ 
保存し、'必要に応じて復元することができます。 

♦操かについては、 r メニュー設定の保存/復元」 （46 ページ）をご覧くだ 
きい。 
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メ ニユー 階層 


I メインメニュー1 


刻設定 
-時刻設定 

L- yyyy-mm-dd/hh:mm:ss 

L か部時刻設定 
L 調整時刻 

^hh:mm 


-6. タイマー設定 
-曜日 

L 日/月/义 W 木/金/±海日 
一 開始 

L hn:mm 

-終了 

L hn:mm 

一 記録周期 


-2. B 央像入力設定/プリリバース 

一映像入力設定/マルチプレクサー 

L SONY / そのた1/そのた2/そのた3/なし 
L プリリ/ (-ス再生/プ U リ/ (-ス再生時間 
Ln 分 

-3. 記録領域設定 
-全容量 
-通常記録領域 

L 記録再開許可 
-アラー ム記録領域 
L 記録再開許可 
L アーカ イブ領域 

L 記録再開許可 

-4. 記録設定 

-シリーズ記録 
L 入/切 

-通常記録領域/上書を記録 
L 入/切 

-アラーム記録領域/上書き記録 
L 入/切 

L ディスク残量警告 

Ln% 

-5. 通常記録設定 
-記録画質 

L H YP E R/S U PE R/H に H / M I D/LOW 

—フレーム/フイールド記録 

L フレーム/フイールド 
-音声記録 
L 入/切 
-記録周期 
Ln 秒 


-7. 休日設定 

L mm-dd 

-8. アラーム記録設定 
-記録画質 

L HYPER / SUPER / HIGH / MID/LOW 

—フレーム/フイールド記録 

^フレーム/フイールド 
-音声記録 
La / 切 

-アラーム記録 

L モード1/モード2/モード3/モード4/切 
-記録周期 
Ln 秒 
-持続時間 

L 1砂/2秒/5秒/10秒/20秒/40秒/ 

1分/2分/3分/4分/5分/10分/ 

15分 / CC 

ー プリアラーム記録 
La / 切 
-記録周期 
Ln 秒 
-持続時間 

L 2秒/3秒/5秒/10秒/20秒/40秒/ 

1分/2分/3分/4分/5分/10分/15分 
ー アラームトリガー 

L アラーム/センサー/アラーム OR 
センサー/アラーム AND センサー 
ー アクティビティーセンサー 


-メインメニユ ー2 へ 
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OSD 基本操作 


メインメニユ ー2 


-1. データ表示/無信号検出設定 
^データ表示設定 

叫付 

La / 切 
-時刻 
La / 切 
-記録画質 
心切 
-記録周期 
切 

ー アラー ム回数 
La / 切 

^アラームタイプ 

切 

L 就言号検出設定 
L 無信号検出 
切 



L 管理ち 


一 5. ネットワーク設定 

—ネットワークカード 

LLAN 1/ LAN 2 
-ネットワーク操作 

^入(接続表示:入)/入(接続表示:切)/切 
一 IP アドレス 
ーヴ ブネ ッ トマスク 
-ゲートウエイ 
—ポート 
L パスヮ—ド 

卜 D1 
- ID 2 
L | D 3 


-2. RS -232 C / RS -485 設定 

^コント□—ル 

LrS -232 C / RS -485 


ー データスピード 

L 2400/4800/9600/19200 
ー ステータス 
La / 切 


ー アラーム 

La / 切 
^ァドレス 



ブザー設定 
-アラー ム入力 
La / 切 

-ディスク容量警告 
La / 切 

ー ディスクエラー 
La / 切 
-□ック警告 
La/ 切 
—キーイン 

La / 切 



入/切 


-4. セキュリティー□ック設定 
一 管理ち 

バスヮ-ド 


一 6. 八ードディスク設定 
^ディスタ1 
ー ディスク2 
一巧]期化 
一5ラーリング 

心切 

^再生用ディスク 

L ディスク1/ディスク2 

- 7. 停電情報/使用時間 
^停電情報 
一使用時間 

L ファームウエア情報 
-メインメニユ ー1 へ 


サーチ 


ー アラームサーチ 
ー アラームサムネイルサーチ 
一日時サーチ 
ー アーカイブ領域サーチ 
^アクティビティーデイテクシヨンサーチ 


D DS へのバックアツプ設定 


ー パックアップ 
-復元 
^消去 
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記録の概要 


■ 


記録の種類 

本機では、通常記録、アラーム記録、タイマー記録じより、画像+ 
音声 （1 チャンネル）を記録することができます。 

通常記録 

♦ REC ボタンを押すことじよって記録が開始され、画像/音声は 
内蔵 HDD の通常記録領域に記録されます。 

アラー ム記録 

外部信号や内部センサーを開始のトリガーとして記録が開始され、 
画像/音声は内蔵 HDD の アラーム 記録領域に記録されます。開 
始トリガーが検出されたときから指定した時間だけさかのぼって記 
録を斤うこともできますヴリア ラーム 記録)。 

タイマー記録 

設定した時間帯に記録が斤われます。画像/音声は内蔵 HDD の 
通常記録領域に記録されます。 

通常記録、 アラーム 記録、 タイマー 記録で記録された画像は、それ 
ぞれの記録領域とは独立して割り当てられたアーカイブ領域にコ 
ピーして保存しておくことができます。 

♦詳しくは「データの保存」 （32 ぺージ）をご覧ください。 

本機の性能上、ごく希に画像の欠落が発生する場合があります。 


記録の領域 

内蔵 HDD は、通常記録領域、アラーム記録領域、アーカイブ領域 
じ分割されています。 

通常記録領域じは、デフォルトで80%の領域が割り当てられてい 
ます。 

アラーム 記録領域 じは、デフォルトで 19%の領域が割り当てられて 
います。 

アーカイブ領域じは、デフォルトで1%の領域が割り当てられてい 
ます。 

それぞれの領域の割り当ては、 メインメニュー 1の「記録領域設 
定」で変更することができます。通常記録領域およびアラーム記録 
領域では、それぞれ残量がなくなったときに記録を中止するか上 
書きするかを、 メインメニュー 1の「記録設定」で違択することもで 
きます。必要な場合リセットして領域内を空じすることも可能です。 
♦詳しぐよ「記録領域を設定す る」 （49 ぺージ）を ご覧く ださい。 


シリーズ記録 

HSR - X 200 を2台な上接続することじよって、記録領域の残量がな 
くなったときにホの HSR - X 200 じ記録を継続させることができます。 
メインメニュー1の「記録設定」でシリーズ記録を「入」じしておく 
と、1台目の HSR - X 200 の記録領域がいっぱいになった時点で2台 
目の HSR - X 200 で記録が開始されます。 

♦シリーズ記録のための接続と設定じついては、 r シリーズ接続と設定」 
(42 ぺージ）をご覧ください。 


カメラ入力画像の化大 

停止状態では、 ZOOM ボタンを押すことじよってモニター画面に 
表示されているカメラからの映像の一部を、拡大して表示させるこ 
とができます。 

操作は再生画像の拡大の方法と同じです。モニター上であ大して 
も記録画像には影響はありません。 

♦ r 再生画像を化大する」 （37 ページ）をご覧ください。 


必ずお読みください。 

• 大切な記録の場合は、あず事前にためし録りをし、正常に 
記録されていることを確認してください。 

. レコー ダーを使用中、で一その不具合じより記録されなか っ 
た場合の記録内容の捕償についてはご容赦ください。 
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通齡踰 


通常記録の条件を設定する 

通常記録じは、記録画質、フレーム/フイールド記録、音声記録の 
入/切、記録周期を設定できます。 

設定はメインメニュー1の「通常記録設定」で斤います。 


記録周期 

27段階の周期（小数点な下第3位を四捨五入して小数点な下2 
巧を表示）を違択できます。 

フレームモードでの記録周測よ、フイールドモードの2倍になります。 
♦記録周期と記録時間の関係については、％ぺージの表をご覧ください。 



<通常記録設定> 


記録画質 


H に H 

フレーム/フイールド記録： 

フィールド 

音声記録 


入 

記録周期 

: A 0.10秒1 ( 

20 H ) 


記録画質 

5段階の記録画質から違択します。デフォルトは HIGH です。 

HYPER : 52邸/フィールドで記録します （2 邸のヘッダー部を 
含む)。 

SUPER : 44 邸/フィールドで 記録しますり 邸のヘッダー 部を 
含む)。 

HIGH : 32 邸/フィールドで 記録しますり 邸のヘッダー 部を含 
む)。 

MID : 24 KB / フィールドで記録します巧 KB のヘッダー部を含 
む)。 

LOW :17 邸/フィールドで 記録します （2 邸のヘッダー 部を含 
む)。 

画質を落とすことじよって、記録できる時間が長くなります。 

フレーム/フィールド記録 

記録時の画像取り込みじは、フレームモードとフィールドモードを遠 

択できます。 

フレーム： フレーム 単位で画像を記録します。再生するとき、 フ 
レーム 表示、 フイールド 表示を切り替えること力';できます。 

フイールド： フィールド単位で画像を記録します。 


設定手順 

1 MENU ボタンを押して， メインメニュー 1を モニター 画面に呼 
び出す。 

2 ジョグダイヤルを回して、「5.通常記録設定」を違び、シャいレ 
ダイヤルををじ回す。 

「通常記録設定」画面が表示されます。 

3 ジョグダイヤルを回して力ーソルを設定する項目に合わせ、 
シャトルダイヤルををに回して遠択を確定する。 

選択した項目の現在の設定が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して希望の設定に変更し、シャトルダイヤ 
ルををに回して設定を確定する。。 

選択した記録画質と記録周難こよって、記録可能な時間が算 
出され、記録周期のをの括弧内に表不されます。 

音声記録が可能な条件に設定されたときは、記録周期の値の 
前に 「 A 」 が表示されます。 

5 設定が終わったら、 EXIT / OSD ボタンを押してメニューを抜け 
る。 


音声記録 

映像と同時に音声を記録するとき「入」にします。 


ごま意 


記録周期を0.10 (フイールドモード） または0.20 (フレームモード）な 
下の値に設定した場合のみ、音声記録が可能です。 
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通常記録を実行する 


置◎政口 f 


造 


豐 


I n~ 

RE REVEFtSEP 




DIGITAL SURVEILLANCE RECORDER HSR-X200 


1。 "USE 1 1 □ STOP 1 1 C 。 PLAY | 

|0™eh| 1 う 

f 1 1 。 

广 1 


FULL インジケーター 


REC STOP ボタン 

♦ REC ボタンと 
インジケーター 


記録を開始ずるには 

• REC ボタンをホ甲します。 

ボタンのインジケーターが点灯し、記録が始まります。 

指定した記録画質/記録周期で、通常記録領域に記録されます。 
「音声記録」力';「入」で音声記録が可能な記録周期に設定されて 
いるときは、音声も同時に記録されます。 


ごを意 


タイマー記録が設定されているとき（で MER ボタンのインジケー 
夕一 点灯時） は、 参 REC ボタンを押して記録を開始することはでき 
ません。 TIMER ボタンを押してタイマー記録を解除してください。 

通常記録領域の上書きが OFF になっている場合は、 残量が設 

定値（デフォルトは！％) 口、下になると、モニター画面に警告メッ 
セージが表示され、 FULL インジケーターが点滅し、後面パネルの 
FULL 端子から警芭信号が出力されます。 

上書き記録の入/切および警告を出す残量の値よ、メインメニュー 
1の「記録設定」で変更できます。 

♦詳しくは、52ぺージをご覧ください。 


記録を止めるには 

REC STOP ボタンを押します。 




























通常記録 


記録時巧 


記録時間 逆位：時亂 


記録周期 

記録画質 

フイールドモード 

フレームモート 

TLV 換算 

秒 ( fps ) 

秒 （ fps ) 

モード （ H ) 

LOW 

MID 

川 GH 

SUPER 

HYPER 

0.02 (60.0) 

0.03 (30.0) 

2 

21 (20) 

15 (14) 

11 (11) 

8 脚 

7 (7) 

0.03 (30.0) 

0.07 (15.0) 

4 

42 (40) 

30 (29) 

22但 2) 

16 (16) 

14 (14) 

0.0日 (20.0) 

0.10 (10.0) 

6 

63 (60) 

45 (43) 

34 (33) 

24 (24) 

21 (20) 

0.07 (15.0) 

0.13 ヴ .5) 

8 

84 (80) 

60 (57) 

45 (43) 

33 (32) 

28 (27) 

0.10 (10.0) 

0.20 狂. 0) 

12 

126 (119) 

90 (86) 

67 (65) 

49 (48) 

41 (41) 

0.13 (7 .日） 

0.27 (3.8) 

16 

169 

119 

90 

65 

55 

0.17 (6.0) 

0.33 (3.0) 

20 

211 

149 

112 

81 

69 

0.20 (5.0) 

0.40 (2.5) 

24 

253 

179 

134 

98 

83 

0.23 (4.3) 

0.47 (2.1) 

28 

295 

209 

157 

114 

96 

0.27 (3.8) 

0.53 (1.9) 

32 

337 

239 

179 

130 

110 

0.30 (3.3) 

0.60 (1.7) 

36 

379 

269 

201 

146 

124 

0.33 (3.0) 

0.67 (1.5) 

40 

421 

298 

224 

163 

138 

0.37 (2.7) 

0.73 (1.4) 

44 

463 

328 

246 

179 

151 

0.43 但 .3) 

0.87 (1.2) 

52 

548 

388 

291 

212 

179 

0.50 (2.0) 

1.00 (1.0) 

60 

632 

448 

336 

244 

207 

0.60 (1.7) 

1.20 (0.83) 

72 

758 

537 

403 

293 

248 

0.70 (1.4) 

1.40 (0.71) 

84 

885 

627 

470 

342 

289 

0.80 (1.3) 

1.60 (0.63) 

96 

1.011 

716 

己37 

391 

331 

0.90 (1.1) 

1.80 (0.56) 

108 

1,137 

806 

604 

439 

372 

1 (1.0) 

2 (0.50) 

120 

1,264 

895 

671 

488 

413 

2 (0.50) 

4 (0.25) 

240 

2,528 

1,790 

1，343 

977 

826 

3 (0.33) 

6 (0.17) 

360 

3,791 

2,686 

2,014 

1,465 

1,239 

4 (0.25) 

8 (0.13) 

480 

5,055 

3,581 

2,686 

1,953 

1,653 

5 (0.20) 

10 (0.10) 

600 

6,319 

4.476 

3,357 

2,441 

2,056 

10 (0.10) 

20 (0.0 日） 

1,200 

12,638 

8,952 

6,714 

4,883 

4，132 

20 (0.0 日） 

40 (0.03) 

2,4腑 

25,276 

17,904 

13,428 

9,766 

8,263 

30 (0.03) 

60 (0.02) 

3,6腑 

37,914 

26,855 

20,142 

14,648 

12,395 


(): 音声記録あり 


表に示された記録時間は、下記の条件での値を表しています。 
•80 GB のハードディスクドライブ 1 台搭載： 

ハードディスクドライブの容量力り倍じなれば記録時間も 2 倍、 4 倍 
になれば記録時間も 4 倍になります。 

• ドライブ容量の1%をアーカイブ領献残りの99%を通常記録領 
域に設定 
•1 入力： 

カメラが複数台になった場合は、記録領域をシュアして使用しま 
す。例えば、記録周期を1秒に設定した場合、カメラが2台のと 
きはそれぞれのカメラは2秒ごとに、8台のときは8秒ごとに記録 
されることじなります。 


ごを意 


JPEG 圧縮して画像を記録しているため、画像によってファイルサ 
イズが若干異なります。そのため記録時間が表の値と必ずしも一 
致しない場合があります。 
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アラーム記録 


指定したトリガーを検出したときに自動的に記録を開始させることが 
できます。ホのトリガーを単独または化み合わせて違択できます。 

1. 外部 アラーム 入力 

2 . 内部アクティビティーディテクションセンサーじよる、設定した画 
像ポイントにおける輝度変化（アクティビティー）の検出 

プリ アラーム 記録を「入」じ設定しておな、指定した時間を繰り返 
し上書き記録します。トリガーが検出される t 通常の アラーム 記録 
じ切り替わります。これじよって、トリガー検出前の状態も確認する 
こと力 S でさます。 


ごま意 


別売りのマルチプレクサーを使用する場合は、外部アラーム入力 
のみ選択できます。また指定したチャンネルのみ記録されます。 

♦チャンネルの指定については、「マルチプレクサーチャンネルを選択す 
る」 (37 ページ）をご覧ください。 

アラーム記録の条件を設定ずる 

アラーム記録には、トリガーの種類を含め、次のような条件を設定 
できます。 

設定は、メインメニュー1の「アラーム記録設定」で行います。 


<アラー ム記録設定> 


記誦質 ： SUPER 

フレーム/フィールド記録:フィールド 
音声記録 ：入 

アラーム記録 :モード！ 

記録周期： 0.33秒、持続時間： 40秒 
プリ アラーム 記録 :入 

記！周期 ： A 0.0日巧、持続時間：1分 


4 (1000回アラーム記録可能） 

アラームト U ガー：アラーム AND センヴー 
アクティビティーセンヴー 4 


記録画質 

フレーム/フイールド記録 
音声記録入/切 
記録周期 

それぞれ通常記録と同様に設定できます。 


アラーム 記録 

アラーム記録の実巧モードを指定します。 

モード 1:タイマー記録の設定に関わらず、アラーム記録を受けが 
ける 

モード 2 :タイマー記録が行われている間にのみ、アラーム記録 
を受けがける 

モード3 :タイマー記録が行われていない間にのみ、アラーム記 
録を受けがける 

モード 4 :タイマー記録は行わず、タイマーが設定されている時間 
の間のみアラーム記録を受けがける 
アラーム記録を行わないときは「切」に設定します。 

持続時間 

アラーム記録を行う時間を設定します。 

1秒/2砂/5秒/10秒/20秒/40秒/1分/2分/3分/4分/5分/ 
10分/15分/ CC から選択できます。 

CC を選択するとアラーム信号が ON の間記録が行われます。 

プ U アラーム 記録 

プリアラーム記録を行うときは、「アラーム記録」を「入」にして「プ 
リアラーム記録」を「入」にし、記録周期および記録（持続）時間 
を設定します。 

選択できる記録時間は、設定した記録周期によって異なります。 
♦記録周期と記録時間の關係 については、29ページの 表をご覧く だきい。 


ごま意 


「アラーム記録」が「切」じ設定されているときは、「プリアラーム記 
録」じ力ーソルを移動することはできません。 

アラームト U ガー 

アラームの トリガーを違択します。 

アラーム： 外部 アラーム 入力 

センサー: 内部アクティビティーディテクションセンサーじよる輝度 
変化の検出 

アラーム AND センサー: 外部アラームと内部アクティビティー 
ディテクションセンサーのアラームの両方が同時に ON じなつ 
たとき 

アラーム OR センサー： 外部アラームと内部アクティビティーデイ 
テクションセンサーのアラームのどろらかが ON になったとき 


設定の手順 

1 MENU ボタンを押してメインメニュー1をモニター画面に呼び 
出す。 
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アラーム 記録 


2 ジョグダイヤルを回して「8.アラーム記録設定」を違び、シャ 
トルダイヤルををに回す。 

「アラーム記録設定」画面が表示されます。 

3 ジョグダイヤルを回して力ーソルを設定するち目に合わせ、 
シャトルダイヤルを回して違択を確定する。 

選択した項目の現在の設定が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して希望の設定に変更し、シャトルダイヤ 
ルを回して違択を確定する。 

記録周期を設定すると、アラーム記録領域の容量と遠択した 
記録画質から、いくつのイベントを記録できるかを算出して、 
下から3斤目の括弧内に表示します。 


ごま意 


通常記録領域が設定されているときは、プリアラーム記録の記 
録周巧は最高0.05秒に制限されます。通常記録領域を設定し 
ない觸域を0%じ設定した）場合は、 0.02 秒まで設定可能で 
す。 

5 アラームのトリガーじ内部アクティビティーディテクションセン 
サーを遠択したときは、センサーを働かせるポイントおよび感度 
を設定する（ホち)。 

6 「アラーム記録設定」画面の設定が終わったら、 EXIT / OSD ボ 
タンをホ甲してメニューを抜ける。 

アクティビティーディテクシヨンセンサーの設定 

内部アクティビティーディテクションセンサーを使用するときは、セン 

サーを働かせるポイントおよび感度の設定が必要です。 

「アクティビティーセンサー」じ力ーソルを合わせ、シャトルダイヤル 

ををじ回してセンサー設定画面に切り替えます。 

10 X 8 のセンサーマークが表示され、左上のマークが点滅します。 


センサーをオンにずるには 

ジョグダイヤルを回すとマークの点滅がホに移動します。 
センサーを働かせたい位置のマークが点滅したら、シャいレダイヤ 
ルををに回して確定します。マークが■じをわります。 

同様にセンサーを働かせたい位置のマークをすべて■じ設定しま 
す。 

例： 


---11 

---11 

~ - 1 1 

I !---- 

Il ---- 

感度：1 

戻る 


感度を設定ずるには 

センサーの感度を！一10の間で違択できます。数字が小さいほど 
感度が高くなります。1が最高感度です。 

1 を下のセンサーポイントでジョグダイヤルををに回して、「感 
度」じ力ーソルを移動し、シャトルダイヤルををに回す。 

現在の設定が点滅します。 

「切」じするとセンサーは働きません。 

2 希望の感度値が点滅表示されたらシャトルダイヤルををに回し 
て確定する。 

感度設定中に動きを検出したときは 

ブザーが鳴ります。 

これじより、設定画面での動き検出チユックが可能です。 

センサー設定画面を抜けるには 

センサーの設定が转ったら、ジョグダイヤルををに回して「戻る」を 
選択します。 

シャトルダイヤルををに回すと元の画面に戻ります。 


感度：1 戻る 
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プリ アラーム 記録の記録周期と記録時間 

記録周期 

選択でさる記録時間 （ S: 秒 m: 分） 

0.02 

2s/3s/5s/ 10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/ 10m/ 15111 

0.03 

3s/5s/10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m/ 5m/ 10m/ 15m 

0.0 己 

已 s/10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m / 己 m/lOm/1 己 m 

0.07 

己 s/10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m / 己 m/lOm/1 己 m 

0.10 

10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m/5m/ 10m/ 15m 

0.13 

10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m/5m/ 10m/ 15111 

0.17 

10s/20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/ 10m/ 15111 

0.20 

20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/lOm/1 己 m 

0.23 

20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/lOm/1 己 m 

0.27 

20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/lOm/ 15m 

0.30 

20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/lOm/1 己 m 

0.33 

20s/40s/lm/2m/3m/4m/5m/ 10m/ 15m 

0.37 

20s/40s/lm/2m/3m/4m / 日 m/lOm/1 己 m 

0.43 

40s/lm/2m/3m/4m/ 5m/ 10m/ 15m 

0.50 

40s/lm/2m/3m/4m/ 5m/ 10m/ 15m 

0.60 

lm/2m/3m/4m / 己 m/ 10m/ 15m 

0.70 

lm/2m/3m/4m / 己 m/ 10m/1 己 m 

0.80 

lm/2m/3m/4m/5m/ 10m/1 己 m 

0.90 

lm/2m/3m/4m/5m/ 10m/ 15m 

1.00 

lm/2m/3m/4m / 己 m/ 10m/1 己 m 


アラーム記録を実巧する 

指定した トリガー が検出されると、自動的に記録が始まります。 
「アラーム 記録設定」画面で設定した条件で、 アラーム 記録領域に 
記録されます。 

アラーム記録が斤われると、モニター画面にカウント表示されます。 
カウント値は9999を超えると1じ房ります。 

プリアラーム記録を「入」に設定したときは、 メニューを 抜け 
ると HSR - X 200 は直ろじ カメラ 入力画像のプリ アラーム 記録を開始 
します。プリ アラーム 記録では、指定した時間の アラーム 記録領域 
への上書き記録を繰り返します。 トリガーが 検出されると アラー ム記 
録じ切り替ります。 

ALARM ボタンのインジケーターカ';、プリアラーム記録中は点灯、ア 
ラーム記録中は点滅します。 

アラーム記録領域びいっぱいになったときは 

アラー ム記録領域の上書き記録が彻」じ設定されている場合は、 
残量が指定した値（デフォルトは1%)な下になると、警告メッセー 
ジが表示されます。同時に ALARM FULL インジケーターが点滅し、 
後面パネルの ALARM FULL 端子から警告信号が出力されます。 
上書き記録の入/切および警告を出す残量の設定は、メインメ 
ニュ ー 1の「記録設定」で斤います。 

♦詳しくは、 51 ページをご覧ください。 


ごま意 


通常記録実行中にトリガーが検出されたときは、通常記録を継続し 
たままアラーム記録を実れします。 
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タイマー記録 


<タイマー設定> 

終了 記録周期（巧）入/切 


— 

— 

— 

- (—— H ) 

切 

00 

18 

00 

A 0.0 日杖 1 (14 H ) 

入 

00 

18 

00 

A 0.20秒 1 ( 27 H ) 

入 

00 

18 

00 

0.20® ( 54 H ) 

入 

00 

18 

00 

A 0.07秒 1 (18 H ) 

入 

00 

18 

00 

30巧 ( 45 H ) 

入 

— 

— 

— 

- ( H ) 

切 

— 

— 

— 

- ( H ) 

切 


毎週指定した曜日の指定した時間帯に録画したり、每日指定した 
時間帯に記録をま斤することができます。 

最大8件のタイマー記録を設定できます。 

「化日設定」を斤うと、指定した日の曜日に関わらず、日曜日と同 
じ条件でタイマー記録をま斤できます。 

タイマー記録では、通常記録に違択されたのと同じ記録画質で、 
通常記録領域に記録されます。 

タイマー記録を実行ずる前に 

内蔵の時計が正しく設定されていることを確認してください。設定 
はメインメニュー 1 の 「時刻設定」 （50 ページ） で斤います。 


録画を斤う曜日、開始時刻•转了時刻を設定します。 
設定は、 メインメニュー 1の 「タイマー 設定」で斤います。 


開始： 記録開始時刻を、時、分の順番で設定します。 

終了： 記録お了時刻を、時、分の順番で設定します。 

記録周期： 記録周期を設定します。 

入/切： 設定した条件でタイマー記録をま行させるときは「入」じ 
します。 

記録画質は通常記録に違択されたものが適用されます。 

ここで記録周期を設定すると、自動的に記録可能時間が算出さ 
れ、記録周期のちの括弧内じ表示されます(表示できる値は最大 
9999)。 

音声記録が可能な場合は、記録周期の前に 「 A 」 が表示されます。 


各行に表示される記録可能時間は、通常記録領域の すべての 領 
域を、巧応する斤に設定された タイマー 記録のみで使い切った場 
合の値です。 すべての 斤に表示され て t 、る値の トータル 時間が記 


録可能な訳ではありません。ま際のトータル記録可能時間を算出 
するアプリケーションソフトが用意されています。 

♦アプリケーンョンソフトについては、お買い上げ店にご相談ください。 

設定手順 

1 MENU ボタンを押して、 メインメニュー 1を モニター 画面に呼 
び出す。 

ム ジョグダイヤルを回して「6.タイマー設定」を遠び、シャトルダ 
イヤルををに回して設定画面を呼び出す。 

「タイマー設定」画面が表示されます。 

〇ジョグダイヤルを回して設定する斤を違&シャトルダイヤルを 
ちじ回して確定する。 

選択した斤の「曜日」欄が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して曜日を遠択し、シャトルダイヤルををに 
回して確定する。 

毎日同じ条件で記録するときは、「毎日」（月曜日一日曜日ま 
でのす ベての 曜日を含む)じ設定します。 

「開胤の左側の欄が点滅します。 

5 ジョグダイヤルとシャトルダイヤルで、同じ斤の各項目を設定 
する。 

2日にまたがる録画を実巧するには 

開始時刻より、終了時刻が早 t 、場合は、終了時刻の前に 「 T 」 
( Tomorrow の頭文字）が表示され、2日じまたがって録画が 
ま斤されます。 

例： 日曜の20時から月曜の6時まで録画する 

[日] 20:00 T 0 B : 00 CUO 秒（日 2 H ) 入 

24時間を超える録画を実行ずるには 

下から2斤目と3斤目を使用します。 

上の斤で開始日時を、下の斤で終了日時を設定します。 

例： 王曜の19時から月曜の6時まで録画する 

广十1 1〇 • OQ ホ #### ♦ホホ 

[月]06 : 00 0.10秒（已 2 H ) 入 


タイマー記録の条件を設定する 


ごを意 


開 一 8 8 8 8 8 i j 
-00000 _ - 

m I t I I I I I I I I I I I t I 圓圓 

^ 日月义水木金 -HJi! 

EH..rL 


30 















< 休日設定 > 
03-29 11 

04-15 12 

- 13 

- 14 

- 15 

- 16 

- 17 

- 18 

- 19 

- 20 


上の'斤の終了時刻で「**」を選択すると、下の'斤の開始時 
亥 IJ までが「**」に設定されます。 

シャトルダイヤルを右に回すと下の巧の曜日が点滅します。 
曜日を設定してシャトルダイヤルをちに回すと下の行の終了 
時刻が点滅しますので、終了時刻が降の項目を設定します。 

設定を終了ずるときは 

EXIT / OSD ボタンを押して メニュー モードを解除します。 


タイマー設定の優先順位 

複数の設定巧で時間の重なりが生じた場合は、重なった部分の時 
間のみ下記の順番で設定が偃先されます。 

の単独曜日の設定 （2 日にまたがる設定も含む） 

@24時間を超える設定 
感「毎日」の設定 


休日設定 

休日に指定した日は、日曜日と同じ条件でタイマー記録がま行さ 
れます。 

1年のうろ任意の20日を化日指定することができます。 

1 メインメニュー 1 から 「7.化日設定」を遠択する か、「タイマー 
設定」画面で MENU ボタンを押す。 

「化日設定」画面じなります。 


2 設定したい斤（1~20)じ力ーソルを合わせ、シャトルダイヤル 
をもじ回して確定する。 

巧の欄が点滅します。 


3 ジョグダイヤルを回して休日設定したい巧を違択し、シャいレ 
ダイヤルををに回して確定する。 

日の欄が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して休日に設定したい日を違択し、シャト 
ルダイヤルを右に回して確定する。 

同様に20日まで設定できます。 

5 設定が終わったら EXIT / OSD ボタンを押してメニューを抜け 
る。 


タイマー記録を有効にずるには 

前面パネルので MER ボタンを押します。 

ボタンのインジケーターが点灯し、タイマー記録持機状態じなりま 
す。 

「開胤じ指定した曜日の指定した時刻になると自動的に記録が 
始まり、参 REC ボタンのインジケーターが点灯します。 

タイマー記録では、ち常記録に設定された記録画質で通常記録領 
域に記録されます。 

指定した「終了」時刻じなると、記録が終了します。 

タイマー記録をキャンセルするには 

TIMER ボタンを押してインジケーターを消灯させ、タイマー記録待 
機状態を解除します。 

タイマー記録ま斤中の場合も、 TIMER ボタンを押すと、その時点 
で記録が停止します。 


タイ7—記録を実行する 



1234已67890 
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データの保巧 


COPY ボタンを使って、通常記録領域や アラー ム記録領域じ記録 
されたデータを、独立したアーカイブ（記録保存）領域にコピーし、 
保存しておくことができます。 



アーカイブ領域じは、最大で9999イベントの画像と音声を保存する 
こと力 S でさまづ"。 

アーカイブ領域にコピーしたデータは、別売りのメモリー スティック 
や CD - R じコピーすることもできます。 

また DDS ドライブを接続した場合は、 了ーカイ ブ領域全体をバック 
アップすることができます。 

♦データ保存のためのあ続については、4日ぺージをご覧ください。 


ごま意 


•通常記録領域やアラーム記録領域力 > らメモリースティックや DDS 
テープにコピーする場合、まずアーカイブ領域にコピーされ、アー 
カイブ領域からメモリースティックや DDS テープにコピーされます 
すでにアーカイブ領域にコピーされたデータは、直接メモリース 
ティックまたは CD - R へコピーすることができます。 

• マルチプレクサーからの入力信号力み特定のチャンネルを違択し 
ている場合は、違択されているチャンネルのみコピーされます。 

-オーディオデータは DDS ドライブじのみバックアップすることがで 
きます。メモリースティックや CD - R へはコピーできません。 

保存する画像の中に日時データを埋め込み、 PC で専用のアプリ 

ケーンョンソフトを使用することじより、画像の中に日時を表示した 

0、印品 ij することるでさま寸。 

♦ま用アプリケーンョンソフトについては、お買い上げ店またはソニーの 
サービス窓口にご相談ください。 


データをアーカイブ巧域またはメモ U — 
スティックにコピーする 


通常記録領域やアラーム記録領域内の画像データをコピーする場 
合はホのようじ操作します。 

♦すでにアーカイブ領域にコピーされているデータをメモリースティックにコ 
ピーする場合は、ホぺージ「データを CD - R に保存する」に従って操作し 
てください。 

再生モードじし、コピーを開始したい画像が表示されたら 
II PAUSE ボタンを押して静止画モードじする。 

COPY ボタンを押す。 

COPY ボタンのインジケーターが点灯し、コピー設定画面が表 
示されます。 


コピー 巧 

アーカイブ領域 

保存枚数 

20枚 

開始 

-> 

PC 力ードのフォーマット 

ジョグで移動、シャトルで選択 


3 「コピー先」で画像のコピー先を指定するときは、シャいレダイ 
ヤルををに回す。 

アーカイブ領域： ま常記録領域やアラーム記録領域から 
アーカイブ領域にコピーするとき 
PC 力ード： メモリースティックじコピーするとき 

ジョグダイヤルでコピー先を遠び、シャトルダイヤルををに回し 
て確定します。 

「保存权数」の斤が反転します。 

「保存枚数」の斤でコピーする画像の量を設定するときは、 
シャトルダイヤルををに回す。 


数値入力欄が点滅します。 

(1) ジョグダイヤルで数値を指定して、シャトルダイヤルをも 
じ回して確定する。 

単位選択欄が点滅します。 
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(2) ジョグダイヤルで単位を遠択して、シャトルダイヤルをを 
じ回して確定する。 

枚： 枚数で指定するとき 
巧： 秒単位で指定するとき 
分： 分単位で指定するとき 

「開始」が反転します。 

5 シャトルダイヤルををに回す。 

コピーが 始まります。 

コピーが終了すると COPY ボタンのインジケーターが泮 f 灯します。 

途中でコピーを中止ずるには 

COPY ボタンを押します。コピーがキャンセルされます。 

アーカイブ領域がいっぱいになったときは 

メインメニュー1の「記録領域設定」で領域全体をリセットすること 
ができます。 

特定のイベントのみを削除することはできません。 

DDS テープにデータをパックアップする 

DDS ドライブを使用して、アーカイブ領域全体をバックアップし、必 
要に応じて読み込むことができます。 

1 接 I 壳した DDS ドライブじ DDS テープを入れる。 

♦ DDS テープおよびドライブの使いかたじついては、使用する DDS 
テープおよびドライブの説明書をご覧ください。 

2 停止状態か記録モードで COPY ボタンを押す。 

COPY ボタンのインジケーターが点灯し、 「 DDS へのバックアッ 
プ設定」画面じなります。 



3 ジョグダイヤルでま斤したい動作を遠択する。 

バックアップ： アーカイブ領域の全データを DDS テープに 
バックアップする。 

復元： DDS テープのデータをアーカイブ領域に読み込む。 
消去： DDS テープのデータを泮 f 去する。 

復元をま斤すると、それな前のアーカイブ領域のデータは消 
去されます。 

4 シャトルダイヤルををに回す。 

バックアップを選択したときは、 バックアップが始まりま 
す。 

復元または消去を選択したときは、 接続した DDS ドライブ 
じ挿入されているテープに保存されているデータのリストが表 
示されます。 

手順5じ進みます。 

5 ジョグダイヤルで復元または消去するデータを違択し、シャいレ 
ダイヤルををじ回す。 

確認メッセージが表示されます。 

6 復元または消去をま斤するときは「はい」、とりやめるときは 
「いいえ」を違択して、シャトルダイヤルををに回す。 

復元または消去が始まります。 

バックアップをを中でやめるには 

II PAUSE ボタンを押します。 

復元や消去は開始後中止することはできません。 

データを CD - R に巧をする 

CD - R ドライブを使用して、本機で記録した画像を CD - R じコピーす 
ること力 S でさま寸。 

• CD - R じコピーした画像は、専用ソフトウェアを使用して見ることが 
できます。 

♦詳しくはお買い上げ巧またはソニーのサービス窓口にお P 哥い合わせく 
ださい。 

• CD - R ドライブから本体に読み戻すことはできません。 
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データの保を 


CD - R じ画像をコピーする場合は、コピーしたい画像をあらかじめ 
アーカイブ領域にコピーします。 

♦アーカイブ領域じコピーするモ順については r データをアーカイブ領域ま 
たはメモリースティックにコピーする」 （32 ページ）をご覧ください。 

アーカイブ領域からは、同様の手順でメモリースティックじコピーす 
ることるでささます。 

1 SEARCH FRAME / FIELD ボタンを押してサーチ メニュー 
(38 ページ）を呼び出し、「アーカイブ領域サーチ」を違んで、 
シャトルダイヤルををに回す。 

ム CD - R じコピーしたいイベントを違び，シャトルダイヤルををに 
回す。 

〇コピーを開始したい画像が表示されたら、 II PAUSE ボタンを 
押して静止画モードじする。 

4 COPY ボタンを押す。 

COPY ボタンのインジケーターが点灯し、コピー設定画面が表 
示されます。 

5 シャトルダイヤルををに回して、「コピー先」の設定を点滅さ 
せ、ジョグダイヤルを回して rCD - Rj を遠択する。 

(メモリースティックにコピーするとき!ホ、 「 PC 力ード」を違択し 
てください。） 

シャトルダイヤルををに回して確定します。 

「保存枚数」の斤が反転します。 

6 「保存枚数」の斤でコピーする画像の量を設定するときは、 
シャトルダイヤルををに回す。 

数値入力欄が点滅します。 

(1) ジョグダイヤルで数値を指定して、シャトルダイヤルを右 
じ回して確定する。 

単位選択欄が点滅します。 

(2) ジョグダイヤルで単位を選択して、シャトルダイヤルをを 
じ回して確定する。 

枚： 枚数で指定するとき 


CD-R びフルになるまで〕ピーずるには： 

保存枚数を「>60イベント」じ設定します。 

単位を「イベント」設定した場合のみ、「>60」を違択できます。 
先に単位を「イベント」設定してから、数値を「>60」じ設定 
してください。 


コピー 巧 ； CD 书 

保存枚数： >60イベント 

開お 4 

PC 力ードのフォーマット 

ジョグで移動、シャトルで還巧 


「開胤が反転します。 

/シャトルダイヤルををに回す。 

コピーが 始まります。 

コピー中は、コピーの進巧状態が％で表示されます。 

コピーが转了すると終了メッセージが表示され、 COPY ボタン 
のインジケーターが泮 f 灯します。 

途中でコピーを中止ずるには 

COPY ボタンを押します。コピーがキャンセルされます。 


巧： 秒単位で指定するとき 
分： 分単位で指定するとき 

イベント： イベント単位で指定するとき （ CD - R じコピー 
する場合のみ違択可能） 
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再を 


► PLAY ボタンまたは検索操作じよって、記録されて t 、る画像を再 
生することができます。 

再生開始後は、正逆方向の高速再生 • スロー再生、静止画再生、 
正逆方向のコマ送り再生など特巧再生モードも違択できます。 

本機でチャンネル情報をデコードできるマルチプレクサーが接続さ 
れているときは、本機からチャンネルを遠択することができます。 
プリリバース再生では、記録を継続したまま、直前に記録された画 
像をチェックすること力';できます。 

♦検索の操作については、「画像の検索」 （38 ページ）をご覧ください。 


プリリバース再を一記録中に再をする 


記録ま斤中に ► PLAY/PRE REVERSE PLAY ボタンを押します。 
記録動作を継続したまま、現在の時刻から設定したプリリバース再 
生時間（1~99分）だけ房った位置から通常記録領域の再生を斤 
います。 

記録を開始した直後で、設定したプリい 《 ース再生時間より記録し 
た時間のほうが短 V >場合には、記録開始点から再生が始まります。 
現在時刻まで再生されると、プリリバース再生は解除されます。 


再をに使用ずるボタン/ダイヤル 



通常の再を 


► PLAY ボタンを押します。 

ボタンのインジケーターが点灯し、通常記録領域に記録された画像 
データの先頭位置または前回再生を止めた位置から再生が始まり 
ます。 

音声が記録されているときは、記録時と同じスピードで画像が再生 
されている塌合にのみ音声も再生されます。 

記録されたデータの最後まで再生されると、自動的に静止画モー 
ドになります。 

♦アラーム記録領域、アーカイブ領域の再生じついては「画條の檢索」 
(38 ぺージ）をご覧ください。 


プリリバース時間を設定する 

プリリバース時間は、 メインメニュー 1の「映像入力設定/プリリバー 
ス」 で設定できます。 

1 MENU ボタンを押して メインメニュー 1を モニター 画面に呼び 
出す。 

2 ジョグダイヤルを回してに.映像入力設定/プリい 《 ース」を違 
び、シャトルダイヤルををに回して設定画面を呼び出す。 


<映橡入力設定> 


マルチプレクヴー 

SONY 

く プリリバース再生設定> 

プリリバース再生時間 ： 

10分 


3 ジョグダイヤルを回して「プリリバース再生時間」じ力ーソルを 
合わせ、シャいレダイヤルを右に回す。 

現在の設定が点滅します。 

ジョグダイヤルを回して希望の時間に設定し、シャトルダイヤ 
ルををに回して確定する。 


再生を止めるには 5 EXIT / OSD ボタンを押してメニューを抜ける。 

■ STOP ボタンを押します。 

現在の入力映像に切り替わります。 
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再生 


静止画再生 

再生中に II PAUSE ボタンを押します。 

ボタンのインジケーターが点灯し、再生画像が静止します。 

もう一度 II PAUSE ボタンを押すと、通常の再生モードに戻ります。 

フレームスチル/フィールドスチルを切り換えるには 

フレームモードで記録した画像を静止画表示しているときは、 
SEARCH FRAME / FIELD ボタンを押すごとにフレームスチル、 
フィールドスチルが切り替わります。 

コマ送り再生 

ジョグダイヤルを使用して、正逆方向のコマ送り再生が可能です。 
ジョグダイヤルををクリックするごとに正方向に、左クリックするごと 
じ逆方向に1フレームずつコマ送りされます。 


巧速再生 

ジョグダイヤル、シャトルダイヤルで様々速度での再生が可能で 
す。 

ジヨグダイヤルでの変速再生 

ジョグダイヤルを使用して、再生スピード（フレーム/秒で定義され 
る再生レート）をを化させること力';できます。 

再生モードじして、ジョグダイヤルを回します。 

をに回すと再生スピードが早くなり、左に回すと遅くなります。 
標準の再生スピードじ房すときは、 ► PLAY ボタンを押します。 

シャトルダイヤルでの変速再生 

シャいレダイヤルを使用して、正逆方向の高速再生•スロー再生が 
可能です。 

通常の再生モード （ PLAY ボタンのインジケーターが点灯）または静 
止画モード （ PAUSE ボタンのインジケーターが点灯）のときじシャ 
トルダイヤルを回すと、回した方向と角度に応じたスピードで再生 
されます。 

ダイヤルから手を離すと元のモードに房ります。 


シャトルダイヤルの 
回転方向と角度 

再生モードで 
回したとを 

静止画モードで 
回したとさ 

を70°〜80° 

正方向スキップ再生 

正方向4倍速 

右日0。〜70。 

正方向8倍速 

正方向2倍速 

右30°〜日0° 

正方向4倍速 

正方向標準速 

ち10°〜30° 

正方向2倍速 

正方向1/2倍速 

左10°〜ち10。 

正方向標準速 

静止画 

左10°〜30° 

逆方向標準速 

逆方向1/2倍速 

左30°〜日0° 

逆方向2倍速 

逆方向標準速 

左日0°〜70° 

逆方向4倍速 

逆方向2倍速 

左70°〜80° 

逆方向スキップ再生 

逆方向4倍速 


変速再生を持続させるには 

SHUTTLE HOLD ボタンで、シャトルダイヤルじよる変速再生を保 
持することができます。 

希望の再生方向とスピードの位置までシャトルダイヤルを回し、 
SHUTTLE HOLD ボタンを押してインジケーターを点灯させます。 
設定した再生方向とスピードじロックされ、シャトルダイヤルを放し 
ても維持されます。 

元のモードに戻すときは、もう一度 SHUTTLE HOLD ボタンを押し 
ます。 
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再を画像を化大する 

ZOOM ボタンを使用して、再生画像や静止画像をあ大表示するこ 
とができます。 

1 ZOOM ボタンを押す。 

技;大位置を指定するためのゾーンカーソルカ读示されます。 


ゾーンカーソル 



ム ジョグダイヤルでゾーンカーソルを動かして水平位置を指定 
し、シャトルダイヤルををに回して確定する。 



3 ジョグダイヤルでゾーンカーソルを動かして垂直位置を指定 
し、シャトルダイヤルををに回して確定する。 



指定したゾーン内の画像があ大されフル画面表示されます。 



ズームモードでは、 ZOOM ボタンのインジケーターが点灯します。 

ズームモードを解除ずるには 

ZOOM ボタンをもう一度押します。 


マルチプレクサーチャンネルを還択する 

ソニー YS > DX 516 など、本機でチャンネル情報をデコード可能なマ 
ルチプレクサーを接続している場合は、本機からチャンネル（カメ 
ラ）を違択できます。 

1 静止画モードじして、 CHANNEL ボタンを押す。 

CHANNEL ボタンのインジケーターが点灯し、チャンネル入力 
画面が表示されます（チャンネル違択モード)。 


チヤンネルを還巧してください。 

* * チヤンネル 


ジョグで移動、シャトルで還巧 


とジョグダイヤルを回してチャンネル番号を指定し、シャトルダイ 
ヤルををに回して確定する。 

チャンネル違択モードから抜け、指定したチャンネルが表示さ 
れます。 

チヤンネル指定を辆除ずるには 

もう一度 CHANNEL ボタンを押します。 
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画像の巧索 


HDD の各領域に記録•保存された画像を検索することができま 
す。 

檢素には5 つの サーチモードを選択できます。 

検索に使用ずるボタン/ダイヤル 


ALARM SEARCH FRAME/FIELD 

ボタン ボタン 



ヴーチモー ドを選択する 


1 記録中または停止状態で SEARCH FRAME / FIELD ボタンを 
押す。 

サーチメニュー（サーチモード違択画面）が表示されます。 


<ヴーチ> 


アラームサーチ 

4 

アラームサムネイルヴーチ 


曰時サーチ 


アーカイブ領域サーチ 
アクティビティーディテクションヴーチ 

4 

ジョグで移動、シャトルで選択 



とジョグダイヤルを回して、ま斤したいサーチモードに力ーソル 
を合わせる。 

アラームヴー チ： アラーム 記録領域に記録された画像をリス 
卜から検索するとき 

アラームサムネイルヴーチ： アラー 厶記録領域に記録され 
た画像をサムネイル画像で検索するとき 
曰時サーチ： 通常記録領域または アラーム 記録領域に記録 
された画像を記録日時で検索するとき 
アーカイブ領域ヴーチ： アーカイブ 領域に保存されている画 
像を検索するとき 

アクティビティーディテクシヨンサーチ： 通常記録領域 

およびアラーム記録領域に記録された画像を、アクティビ 
ティーディテクションセンサーを使用して檢素するとき 


3 シャトルダイヤルをもじ回す。 

透択したサーチモードの設定画面に切り替わります。 

ヴーチ画面を巧けるには 

SEARCH FRAME / FIELD ボタンをもう1度押します。 
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アラーム記録 iJ ストか 6 検索する 


サムネイル画像で巧索する 


アラーム記録された画像を、リストから検索することができます。 
1 サーチメニューで「アラームサーチ」を選択する。 


「アラームサーチ」画面になり、アラーム記録の番号と記録され 
た日時がリスト表示されます。 


<アラームヴーチ> 

N 0 日付 時刻 アラーム回数 

0108 12-20 0日：37 0234 

0107 12-19 14:23 
0106 12-16 11：13 

0105 12-16 16:13 - 

0104 12-15 10：13 
0103 12-13 15：19 
0102 12-13 11:1已 
0101 12-13 11:13 

ジョグで移動、シャトルで選択 


プリビュー欄 


檢素できるアラーム記録イベントの総数が、ち段の「アラーム 
回数」欄に表示されます。リストに1度に表示できるのは8件で 


アラーム記録された画像を、サムネイル（略記）画像で検索するこ 
とができます。 

1 サーチメニューで「アラームサムネイルサーチ」を選択する。 

アラームサム ネイル サーチ 画面になり、最新9件の アラーム 記 
録の画像が9分割表示されます。 


0109 

0108 

0107 


0106 

010日 

0104 


0103 

0102 

0101 


ALARM ボタンを押すと、前の9件に切り替えることがで 


す。 


きます。 


么ジョグダイヤルを回して、表示したいイベントにカーソルを合わ 么ジョグダイヤルを回して表示させたい画像の番号を点滅させ 


せる。 


る。 


カーソルを合わせて1秒経過すると' カーソル位置のイベント 3シャトルダイヤルををに回す。 

の サム ネイル画像がを段のプリビュー欄じ表示されます。 

再生モードじなり、遠択した画像がフル画面表示されます。 


3 シャトルダイヤルををに回す。 

再生モードじなり、違択したイベントの画像が画面全体に表示 
されます。 

アラーム記録した部々の再生が終わると、静止画モードに乂 
り、 OSD のステータス表示も II (静止画マーク）じなりますが、 
まれじ ► (再生マーク）のままじなる場合があります。これは 
OSD 表示だけの問題であり、本体動作には影響ありません。 
またネットワーク画面じおいては発生しません。 


ALARM KM ボタンでひとつ前のアラーム記録イベントの画 
像、ボタンでホのアラーム記録イベントの画像にスキップし 
ます。 


ALARM ボタンでひとつ前のアラーム記録イベントの画 
像、ボタンでホのアラーム記録イベントの画像にスキップし 
ます。 
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画像の検索 


記録した曰時で画像を巧索する 

特定の日時に通常記録領域またはアラーム記録領域に記録された 
画像を検索して再生することができます。 

1 サーチメニューで「日時サーチ」を選択する。 


「日時サーチ」画面に切り替わります。 



「記録開胤欄には最も古い記録の日時、「記録終了」欄には 
最も新しい記録の日時が表示されます。 


2 検索したい日時を指定する。 

ジョグダイヤルで数字を違&シャトルダイヤルををに回して 
ホの欄に移動します。（ダイヤルを左に回すと前の欄に戻りま 
す。） 

プ U ビュー(サムネイル表示）ずるには 

ジョグダイヤルで力ーソルを「プリビュー」じ移動し、シャトルダイヤ 
ルををに回します。 

手順 2 で指定した日時に記録されたイベントを検索し、サムネイル 
画像を右のプリビュー欄に表示します。 

先に アラーム 記録領域を検索し、ホに通常記録領域を検索します。 
指定した日時に合致するイベントがない場合は、最も巧い日時の画 
像が表示されます。 

フ J レ画面表示ずるには 

ジョグダイヤルで力ーソルを「再生」じ移動し、シャいレダイヤルを 
ちじ回します。 

再生モードじなり、指定した日時に記録された画像がフル画面表 
示されます。 


アーカイブ領域の画像を巧索する 

アーカイブ(記録保斯領械こコピーされ保存されている画像を検 

素し' 再生すること力 S できます。 

1 サーチメニューで「アーカイブ領域サーチ」を違択する。 

「アーカイブ領域サーチ」画面じなり、アーカイブ領域にコピー 
され保存されて V 巧画像のグループ番号、日付および先頭の 
画像の時刻がリストに表示されます。 

<アーカイプ領域ヴーチ> 

N 0 日が 開抬 使用容量 

0011 12-13 11:13 を客量-1024 MB 
0012 12-13 11:1已 使用済- 400 MB 
0013 12-13 15：19 

0014 12-15 10:13 - 

001己 12-16 16:13 __プ 

0016 12-16 11:13 
0017 12-19 14:23 
0018 12-20 05:37 

ジョグで移動、シャトルで還巧 

「使用容量」«じは、アーカイブ領域の全容量および使用済 
み容量が表示されます。 

リストに1度に表示できるのは8グループです。 

ム ジョグダイヤルを回して、表示したい画像グループの斤にカー 
ソルを合わせる。 

力ーソルを合わせて1秒経過すると、力ーソル位置のグループ 
の先頭画像のサムネイル画像がを段のプリビュー欄じ表示さ 
れます。 

3 シャトルダイヤルををに回す。 

再生モードじなり、違択したグループの画像が画面全体に表 
示されます。 
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アクティビティーで画像を巧索する 


アクティビティーディテクション センサー （輝度変化検出機能）を使 
用して、指定した時期に指定したブロックじ輝度変化（アクティビ 
ティー）があった画像を検索することができます。 

通常記録領域、アラーム記録領域をお素できます。 

1 サーチメニューで「アクティビティーデディクションサーチ」を 
選択する。 


<アクティビティーディテクシヨンサーチ> 
サーチ領域：アラーム チャンネル： -- 

開抬： 

12-20-01 08:加 

終了 ： - 

12 - 20 - 01 10:00 < 
アクティビティーセンサ ー 4 
プ U ビュー 4 

再生 4 

ジョグで移動、シャトルで還巧 


プ U ビュー欄 


「アクティビティーディテクションサーチ」画面じなります。 


<アクティビティーデイテクシヨンサーチ> 


ヴーチ 領域 

:アラーム 


開始 

: 12-20-01 

08:00 

終了 

: 12-20-01 

10:00 

チヤンネル 

:— 


ヴーチ 開始 

4 ヴーチ中 



ジョグで移動、シャトルで還が 


2 「サーチ領域」の斤でサーチする領域を指定するときは、 シャ 
トルダイヤルををに回す。 

現在の設定が点滅します。 

3 ジョグダイヤルで領域を違び、シャトルダイヤルををに回して 
確定する。 

アラーム： アラーム記録領域のみを検索するとき 
通常： 通常記録領域のみを検索するとき 
アラームと通常： アラーム記録領域と通常記録領域の両方 
を検索するとき。先にアラーム記録領域を検索し、ホに通 
常記録領域を検索します。 

4 マルチプレクサー 使用時は 、 CHANNEL の 斤で チャンネルを 
指定する。 


6 「開胤の欄で、検索開始の日時を指定する。 

7 「お了」の欄で、検索終了の日時を指定する。 

8 アクティビティーディテクションセンサーを設定するため、力ーソ 
ルを「アクティビティーセンサー」じ合わせてシャトルダイヤル 
ををじ回す。 

アクティビティーディテクションセンサーの設定画面じなります。 
センサーポイントと感度の設定を斤います。 

余アクティビティーディテクションセンサーの設定じついては、28ぺ一 
ジを ご覧く ださい。 

プレビュー画像（サムネイル）を表示ずるには 

ジョグダイヤルで力ーソルを「プリビュー」じ移動し、シャトルダイヤ 
ルををに回す。 

指定した開始日時と終了日時の間に記録された画像の設定したセ 
ンサーポイントにおける輝度を化を検出し、変化のあった画像のサ 
ムネイル画像ををのプリビュー欄じ表示します。 

フ J レ画面表示ずるには 

ジョグダイヤルで力ーソルを「再生」じ移動し、シャトルダイヤルを 
をに回す。 

再生モードじなり、検索した画像を画面全体に表示します。 


ち「サーチ開始」を反転表示させ、シャトルダイヤルををじ回す。 

画面が切り替わり、指定した領域で最も古いデータのサムネイ 
ル画像がプリビュー欄に表示されます。 
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接続と準備 


接続するときは、電源を切って作業してください。 シリ_ズドち g 卜 ig を 

電源コードは最後に接続してください。 - 

複数台の HSR - X 200 を接続することじよって、シリーズ記録が可能 
- じなります。 

基本接続例 


ビデオカメラ 



モニター 


S-VIDEO 入出力がある機器を接続する場合は. VIDEO IN / 
VIDEO OUT の代わりに S-VIDEO IN / S-VIDEO OUT じ接続でき 
ます。 VIDEO IN と S-VIDEO IN の両方に入力があった場合は S - 
V 1 DEO IN への入力が優先されます。 


接続例 
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ミ凡み 

玫疋 

シリーズ記録を実行するときは、接続したすべての HSR - X 200 でメ 
インメニュー1を呼び出し、「4.記録設定」で次のように設定してく 
ださい。 

♦メニュー操作じついては、「メニュー操作」 （19 ページ）をご覽ください。 


<記録設定> 


シリ-ズ記録 

入 

通甫記録領域 


上書き記録 

切 

アラーム記録領域 


上書き記録 

切 

ディスク残量警告 

1% 


「シリーズ記録」を「入」にします。 

通常記録領域、アラーム記録領域共、「上書き記録」を「切」にしま 
す。 

♦上書き記録については詳しくは、「記録領域を設定する」（日1ページ）を 
ご覧くだきい。 


ごを意 


-タイマー記録が設定されていると記録ができません。すべての 
HSR - X 200 で TIMER ボタンが消灯して I 、ることを確認してくださ 

い。 

• 接続した HSR - X 200 のいずれかで、「上書き記録」力';「入」じなっ 
ていると、記録はその HSR - X 200 で継続されます。 


マルチプレクサーの接続と設定 


接続例 


マルチプレクサー 



1〜 AC IN 


電源 コンセントへ 


ミ凡み 

欧疋 

メインメニュー1のに映像入力設定/プ I パバース」を呼び出し 
て、接続したマルチプレクサーの種類を指定してください。 

♦メ ニュー 操作については、「メ ニュー 操作」 （19 ぺージ）をご覧ください。 


シリーズ記録を開始ずるには 

1台目の HSR - X 200 の • REC ボタンを押します。 


U ピート記録 

シリーズ接続された最後のセットの記録領域がフルになったら、最 
巧のセットに房って記録を継続（順み上書き）させること力';できま 
す。 

リピート記録する場合は、シリーズ接続された最後のセットの 
SERIES OUT および COM 端子を最初のセットの SERIES IN およ 
び COM 端子に接続してください。 


ごを意 


この機能は、通常記録とアラーム記録のみで動作します。 


<映像入力設定> 


マルチプレクサー 

SONY 

<プリリバース再を設定> 

プ U リバース再ま時間 ： 

10分 


SONY :ソニー製マルチプレクサー （ YS " DX 516 など） 

そのた 1:サン ヨー製 マルチプレクサー 

そのた 2 :デディケーテッドマイクロズ、ロボットエレクトロニクス社 
のマルチプレクサー 

そのた3 :上記た(外のメーカーのマルチプレクサー 
なし： 使用しない 
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接続と準備 


ネットワークへの接続と設定 


後面パネルの PC 力ードスロットにオプションのネットワークカード 
(10 BASE - T または 100 BASE - T ) を装着し、ネットワークじ接 I 壳しま 
す。 

ライブ画像の閲覧のみ可能な ID 1 ユーザー3人と、 阻 2ユーザーま 
たは ID 3 ユーザーのどろらか1人の計4人が同時にアクセスできま 
す。複数ユーザーがアクセスしている場合は、画面上に接続ユー 
ザーの人数が表示されます。 

接続例 

(寸属のフェライトコアをイーサネットケーブルじ取りがけて、 LAN 力一 
ドじ接続してください。 


ミ凡み 

玫疋 

必要な設定をメインメニュー2の「5.ネットワーク設定」で行います。 

♦メニュー操作について詳しくは、「メ ニ ュー操作」 （19 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 


<ネットワーク設定> 

ネツトワークカード 

LAN ! 

ネツトワーク操作 

入（接続表示：切） 

I P アドレス 

192.168. 0. 1 

ヴブネツトマスク 

255.255 .255.000 

ゲートウエイ 

0.0.0.0 

ポート 

00080 

ID 

バスワ-ド (4-8) 

ID 1 

1111- 

ID 2 

2222- 

ID 3 

3333- 





LAN 力ード 



イーヴネットケーブル 


ETHERNET 




付属のフェライトコア 


ケーブルを1回 
普き付けて 
挟み込む。 


ごま意 


LAN 力ードを抜き差しする場合は、あず HSR - X 200 本体の電源を 
OFF じした状態で作業を斤なってください。 


ネットワークカード： 使用する LAN 力ードの種類を違択します。 
畐受定は、ネットワークインターフエースの仕様じよって異なりま 
す。 

LAN 1 : COREGAFE 也 erPCC-TXD または巧当品 
(100 BASE - TX /10 BASE-T タイプ） 

LAN 2 : COREGAFE 也 erPCC - TD または巧当品 
(10 BASE-T タィプ） 

♦使用できる LAN 力ードについては、お買い上げ店またはソニーの 
サービス窓口にご相談ください。 

ネットワーク操作： ネットワークをかしたコントロールを許可する 
とき、「入」を違択します。2種類の「入」モードを選択できます。 
入脂続表示:入): ネットワーク接続中は、本体側の モニター 
に常にメッセージ 「ネットワーク接続中」が表示されます。 
また、ネットワークから再生を斤なうと、本体側の モニター 
にも再生画像が表示されます。 

入谐続表示:哪: ネットワーク接続中でも、本体側のモニター 
にメッセージは表示されません。 また、ネットワークから再 
生を斤なっても,本体側のモニターじは働こライブ画像が 
表示されます。本体の再生ボタンも点灯しません。 

切: ネットワークコントロール不可（初期値） 

IP アドレス： 本機にアクセスするためのアドレスを設定します。 
有効なアドレスじじついてはシステム管理まじ巧談してくださ 
い。 

ヴブネットマスク/ゲートウエイ/ポート： 接続するネットワーク 
じ応じた値に設定します。 

ID / パスワード： ネットワークアクセス用の ID (4~8巧の英数字） 
を設定します。 

ID 1、 ID 2、 ID 3 の3レベルのパスワードを設定できます。それ 
ぞれ操作できる機能が異なります。 


44 





























































ID 1 :カメラ入力/再生画像のモニターとアクセス時に実 
巧中だった再生の停止のみが許可されます。 

ID 2 :再生やデータの保存に関連する操作が許可されます。 

記録操作とメニュー操作はできません。 

ID 3 :ブラウザ画面に表示されるボタンの操作がすべて許可 
されます。 


データ巧をデパイスの接続 


メモリースティック 

前面の PC 力ードスロットに市販の PC 力ードアダプターを装着するこ 
とじより、メモリースティックへのデータコピーが可能じなります。 



メモ u — スティックをフォーマットずるには 

メモリーカードをフォーマットすることじよって、た(前に保存された 
データをすべて消去して使用することができます。 

フォーマットは「コピー設定画面」で斤います。 

1 本機に装着した PC 力ードアダプターじ、初期化したい メモ リー 
スティックを差し込む。 

2 本機を静止画モードじして、 COPY ボタンを押す。 

「コピー設定画面」が表示されます。 


コピー巧 

ア—カイブ領域 

保存枚数 

20枚 

開始 

4 

PC 力ードのフォーマット4 

ジョグで移動、シャトルで選択 


〇ジョグダイヤルを回して力ーソルを 「 PC 力ードのフォーマット」 
じ合わせ.シャいレダイヤルををに回す。 

確認メッセージが表示されます。 

4 ジョグダイヤルを回して「はい」を違択し、シャトルダイヤルを 
ちじ回す。 

メモリーカードのフォーマットが始まります。 

フォーマット中は、フォーマットの進渉状態が表示されます。 

フォーマットが I 《了すると转了メッセージが表示され、 COPY ボ 
タンのインジケーターがが!灯します。 


CD - R ドライブ / DDS ドライブ 

後面の PC 力ードスロットにオプションの FAST SCSI 力ードを装着し 
ます。 

CD - R ドライブを接続することじよって、画像データを CD - R じコ 
ピーすること力';できます。 DDS ドライブ （ DDS -2 または DDS -3 タイ 
プ)を接続した場合は、アーカイブ領域の全データの/《ックアップ • 
復元が可能じなります。 

SCSI 力ード： ADAPTEC SlimSCSI 1460または巧当品 

♦使用できる CD - R ドライブ、 DDS ドライブじついては、お買い上げ店また 
はソ ニーのサー ビス窓口にお問い合わせください。 


HSR - X 200 
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接続と準備 


メニユー設定の巧巧パ复元 

メニューで 設定した内容を、 メモリースティックへ コピーして保存し 
たり、 メモリースティック じ保存された設定内容を本体に読み込ん 
で復元することができます。 


メニュー設定内容を保巧するには 

1 本機に装着した PC 力ードアダプターじ、メモリースティックを差 
し込む。 

ム MENU ボタンを押し、 メインメニュー 1を表示させる。 

3 「メニュー設定コピー」画面が表示されるまで 、 SHUTTLE 
HOLD ボタンを押す （3 秒な上)。 


<メニュー設定コピー> 

HDRTYPE VER . SA 1 已 -01 

メニューを PC 力ードにセーブ 4 

メニューを PC 力ードか5口ード 4 

言己録領域設定のコピー：いいえ 

ホ記録領域設定のコピーをおこなラと 
A - ドディスクを初期化しまず。 


4 ジョグダイヤルを回して「メニューを PC 力ードにセーブ」じ 
力ーソルを合わせ，シャトルダイヤルををに回す。 

確認メッセージが表示されます。 

5 ジョグダイヤルを回して「はい」を違択し，シャトルダイヤルを 
ちじ回す。 

セーブが始まります。 

セーブ中は、画面じセーブの進渉状況が表示されます。 
セーブが終了する t 終了メッセージが表示されます。 

開始前にセーブをキャンセルずるには 

シャトルダイヤルを左じ回します。 

開始後は中止できません。 


メニュー設定内容を□-ドするには 

メモリースティック じ保存された メニュー 設定を口ードすることじよ っ 
て' な前の設定状態を復元することができます。 

ほし、「記録領域設定」 （49 ページ）の内容をコピーすると、ハード 
ディスクが初期化されるため、この巧目のみ独立して口ードするか 
どうかを指定します。 

1 設定が保存された メモリー スティックを、本機に装着した PC 
力ードアダプターじ差し込む。 

ム MENU ボタンを押し、 メインメニュー 1を表示させる。 

〇 「メニュー設定コピー」画面が表示されるまで 、 SHUTTLE 
HOLD ボタンを押すは秒な上)。 

4 「記録領域設定」の内容も併せてロードする場合は： 

(1) ジョグダイヤルを回して力ーソルを「記録領域設定のコ 
ピー」じ合わせ、シャトルダイヤルををに回す。 

(2) ジョグダイヤルを回して「はい」を遠択し、シャいレダイヤ 
ルををに回す。 


ごを意 


「記録領域設定のコピー」を斤うと、画像データはすべて失わ 
れます。 

5 ジョグダイヤルを回して力ーソルを「メニューを PC 力ードから 
口ード」じ合わせ、シャトルダイヤルををに回す。 

確認メッセージが表示されます。 

手順 4 で「記録領域設定のコピー」を「はい」じ設定した場 
合は、警告メッセージが表示されます。 

6 ジョグダイヤルを回して「はい」を違択し、シャトルダイヤルを 
をに回す。 

口ードが始まります。 

口ード中は、画面じ口ードの進巧状況が表示されます。 
ロードが转了すると、转了メッセージが表示されます。 

開始前に□-ドをキャンセルするには 

シャトルダイヤルを左に回します。 

開始後は中止できません。 
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リモートコント□—ルの接続と設定 


RS -232 C または RS -485 インターフュース、 REMOTE 端子に接続し 
た外部回路をかして本機をリモートコントロールすることができます。 


接続例 

RS-232C 端モ 


HSR-X200 


t^ONRECOtr" AWmQOU 
ALADU I CLOCK I 
I 似が I~I ; 

M IN I OUT I COM IN OJT I FULL I 


OOC 

减 

ミ oE 

oc 

巧 0 

OOC 

诚 

I 

)o|c 

oc 

500 


RS-232C 

3 に •••••] 厨 ■ 


cow/ I COM I COM IN OUTO 

A B 旭 fcio 正 I_I 

I_I SERIES 

BS4S5 AS4 


TERMIMATE 

. B ： 


四 

傾 



RS-232C 端テのピン配列 （D-SU 目9ピン) 
1 5 



6 9 


ピン番号 

信号 

機能 

方向 

2 

RxD 

データ受信 

PC 一 HS 民 

3 

TxD 

データ送信 

HSR-^PC 

5 

GND 

信号 ァース 


7 

RTS 

送信要求 

HSR-^PC 


RS485 端モ 
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接続と準備 


REMOTE 端モ 

リモートコントローラーを 設置するときは、下記のような配線をしてく 
ださい。入力は LOW に設定してください。 


HSR - X 200 


町り 

1纖… 

'Q 

WARN" 日 OU 

ザ1 

田打1 FUli 


旨 

〇〇〇 

000 

000 


こ 

〇〇〇 

• 00 

bob 

弓 [TTI 

RS-232C 

◎ かづ ◎ 

プ 

し UU W WItMU 1 し 

JilOTE 1_1 SW 0U 

RMINATE 

回： 

POWER 1〔 1 


'REMOTE * —— • 


220Q 

SW1 : REC STOP 

220Q 

SW2 : PLAY STOP 

300 Q 

SW3 : PAUSE 

360a 

SW4:SEARCH 

470Q 

SW5:CHANNEL 

目如 Q 

SW6 : PLAY 

820Q 

SW7 : REC 

1.2kn 

SW8 : MENU 

1.8ka 

SW9 : EXIT/OSD 

2 2 い 

SW10 : SPEED/DATA ▲ 
SW11 : SPEED/DATA ▼ 

4.7ka 

SW12 : CURSOR ► 

7.5ka 

SW13 : CURSORS 

13kQ 

SW14:ZOOM 

27kQ 

SW15 : COPY 

68kn 

SW16:TIMER 


ミ凡み 

玫疋 

RS -232 C または RS -485 インターフ卫ースを使用するときは、必要な 
設定をメインメニュー2のに. RS ~232 C / RS 485 設定」で巧います。 

♦メニュー操作について詳しくは、「メ ニ ュー操作」 （19 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 


< RS -232 C / RS -485 設定 > 

コント□ール 

RS -232 C 

データスピード 

19200 

ステータス 

入 

アラーム 

入 

アドレス 

003 


コント□—ル： RS -232 C か RS -485 を違択します。 

データスピード： ま信速度を設定します。2400/4800/9600/ 
19200から違択できます。 

ステータス： 本機の ステータス 情報を送信するとき は ON じ 設定 
します。 

アラーム： 本機の アラーム 情報を送信するときは ON じ設定しま 
す。 

アドレス： RS 485 を使用する場合， アドレス (1-127) を設定し 
ます。 

♦ RS -232 C および RS "48 日のコマンドについては、「コマンド」 （68 ページ）を 
ご覧く ださい。 
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八ードディスクの増設と s ラーリングの 
設定 

別売りのハードディスクドライブ HSBK - X 201 を装着して、内蔵ハー 
ドディスクを増設することができます。増設したハードディスクは、初 
期化後に使用可能じなります。 

♦装着じついては、ソニーの担当者にご相談ください。 


既巧の/\ー ドディスクか S 増設 A — ドディスクへデータをコ 
ピーず るには 

既存のハードディスクから増設したハードドライブじ、画像データを 
コピーす ることができます。 

1 「ミラ—リング」を「入」じし、「再生用ディスク」じ既存のドライ 
ブを指定して、シャトルダイヤルををに回す。 


増設後の八ードディスクの初期化 

増設後に本機の電源を入れると、自動的に「ハードディスク設定」 
画面が表示され、増設されたディスクの行に「新」が表示されま 
す。 

< A — ドディスク設定> 

ディスク1: 80 GB 初期化 
ディスク2 : 80 GB 新初期化 

増設した A - ドディスクの初期化を行ってください。 

警告：記録済み情報はをて消去されまず。 

ミラーリング ：切 

再生用ディスク ：ディスク1 

ミ 主意：ミラーリングを入にずると 
記録可能速度が制限されまず。 

次へ 


シャトルダイヤルををに回すと、反転表示された側のディスクの初 
期化が始まります。 


=ラーリングの設定 

HDD 力り台搭載された場合、両方のハードディスクに同じデータを 
記録する「ミラーリング」を設定することも可能です。 

設定は「ハードディスク設財画面で斤います。 

ミラーリング： ミラーリング記録するときは「入」じ設定します。 
再生用ディスク： ミラーリング記録されたデータを再生するとき、 
どろらの HDD 力み読み出すかを指定します。 


ごま意 


ミラーリング記録では、「ミラーリング」欄を「入」じ設定すると、設 
定可能な最高記録周期が 0.1 秒 （10 フィールド/秒)じ制限されま 
す。また、それに伴い記録可能時間が変更される場合があります 
ので、メニューの「通常記録設定」と「アラーム記録設定’」で記 
録可能な時間とアラーム回数を確認してください。 


確認メッセージが表示されます。 

とジョグダイヤルを回して「はい」を違択し、シャトルダイヤルを 
ちじ回す。 

既存ディスクから新しく増設したディスクへのコピーが始まりま 
す。 

コピー中は、画耐こコピーの進巧状況が表示されます。 
コピーが終了すると、終了メッセージが表示されます。 


メニューでのハードディスクの初期化 

ハードディスクの初期化は、必要に応じてメインメニュー2の「6. 
ハードディスク設定」で斤うこともできます。 

♦メニュー操作について詳しくは、「メニュー操作」 （19 ページ）をご覧くだ 
さい。 


< A — ドディスク設定> 
ディスク1 : 80 GB 

ディスク2 : —GB 

初期化 4 

警告：記録済み情報はをて消去されまず。 

ミラーリング ：切 

再生用ディスク ：ディスク1 

を意：ミラーリングを入にずると 
記録可能速度が制限されまず。 


「初期化」に カーソルを 合わせ、 シャトルダイヤルを をに回します。 
初期化が始まります。 

初期化が終わると、ディスク2の容量が表示されます。 
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準備 


本磯では、記録•再生の前に必要な基本的な設定を、メニューを 
使用して実行することができます。 

♦ メ ニュー 操作に ついて 詳しくは、「メ ニュー 操作」 （19 ページ）をご覧くだ 
さい。 


時計を設定する 


内蔵の時計を設定します。 

設定は、メインメニュー1の「時刻設定」で斤います。 
CLOCK IN / OUT 端子の設定もこの画面で斤います。 


ここで設定した時刻になると 、 CLOCK OUT 端子の出力が 0 V じな 
ります。 

また、 CLOCKIN 端子が GND じ落ろる （ COM 端子とショートする） 
と、内蔵時計がここで設定された時刻に設定され、同時に CLOCK 
OUT 端子の出力がいになります。 

ずべての設定び終わった6 

EXIT / OSD ボタンを押してメニューモードを解除します。 

CLOCK OUT/CLOCK IN 端テの接続例 
(1) 外部スイッチなどを使用する場合 


内蔵の時計を設定するには 

1 ジョグダイヤルを回して「時刻設定」の下にカーソルを合わ 
せ、シャトルダイヤルををに回す。 

左端の年設定欄が点滅します。 


^ i 1 i ^ く 時刻設定> 

一2001 イ 11-01 (月）日 0:00: 00 

ク …V 


<列部時刻設定> 

調整時刻 01:00 


£. ジョグダイヤルを回して年を違択し、シャトルダイヤルをもじ回 
す。 

ちの巧設定欄が点滅します。 

3 同様に巧、日、時、分の順番で設定する。 

曜日は自動的に設定されます。 

秒は、分■を設定した時点で0リセットされます。 


CLOCK OUT/CLOCK IN 端子を使用して時刻 
を合わせるには 

後面パネルの CLOCK OUT/CLOCK IN 端子を使用して時刻合 
わせを斤いたいときは、「外部時刻設定」の「調整時刻」を設定し 
ます。 
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(2)1 台の HSR - XSOO をマスターにずる場合 記録巧域を設定する 


通常記録領域、アラーム記録領撤アーカイブ領域じは、デフオル 
卜でそれぞれ80%、19%、1%の領域が割り当てられています。 
割り当てを変更したり、領域全体をリセットすることができます。ま 
た、通常記録領域およびアラーム記録領域では、それぞれいっぱ 
いじなったときに記録を中止するか、上書きするかを違択すること 
色でさま十。 


記録領域を変更するには 

それぞれの領域をメインメニュー1の「記録領域設定」で変更する 
こと力 S でさま - r 。 


ごを意 


領域を変更すると、それ W 前の記録は失われます。 

1 MENU ボタンを押してメインメニュー1を呼び出す。 

2 「3.記録領域設定」を違択する。 


記録領域設定画面になり、現在の設定が表示されます。 


3 ジョグダイヤルを回して変更したい領域に力ーソルを合わせ、 
シャトルダイヤルをもじ回して違択を確定する。 

現在の値が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して希望の値に設定し、シャトルダイヤルを 
もじ回して設定を確定する。 


<記録領域設定> 


全客量 

: 80 GB 

通常記録領域 

: 80% 

記録再開許可 

4 

アラーム 記録領域 

:19% 

記録再開許可 

4 

アーカ イブ領域 

:1% 

記録再開許可 

4 


警告：設定を変更ずるとずべての内容が 
初期化されまず。 


HSR - X 200 (マスター) 


をじ ..を 


HSR - X 200 


をじ••••••つ《 


HSR - X 200 


》\.::.づを 
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四 

m 


CLOCK 
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CLOCK 

IN 


WN"。OUT 


置 5 


… lUTCOM I COM 
I_I SWOUT 


CLOCK 
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CLOCK 

IN 


MRMNQ OJT 
IN IJ 7 I FULL 


i 0000 


/ COM I COM IN OtrTCCKil I 

*L _? 曲 doTE g 姑 s S 山 01 
冊皆規暖 

。肥 


四 

，国 


通常記録領域、アラーム記録領域ごとに設定できます。合計 
で99%までの値を設定します。 

アーカイブ領域の容量は、通常記録領域、アラーム記録領域 
の設定に応じて自動的に算出されます(1~15%)〇 


確認メッセージが表示されます。 
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準備 


5 領域変更をま斤するときは「はい」を違択して、シャトルダイヤ 
ルををに回す。 

取り消すときは「いいえ」を違択します。 


記録領域をリセット（記録再開許可）するには 

それぞれの領域をリセットすることができます。 


ごま意 


通常記録領域およびアラーム記録領域は、上書き記録が「切」じ 
なっている場合にのみリセットできます（上書き記録じついてはみ 
巧参照)。 

特定のデータのみを削除することはできません。 

1 記録領域設定画面でリセットしたい領域の「記録再開許可」 
じ力ーソルを合わせ、シャいレダイヤルを回す。 

確認メッセージが表示されます。 

とリセットをま斤するときは「はい」を違択して、シャトルダイヤル 
ををじ回す。 

取り消すときは「いいえ」を違択します。 


記録領域に上書きするには 

通常記録領域およびアラーム記録領域では、それぞれいっぱいじ 
なったときに記録を中止するか、上書きするかを選択することがで 
きます。 

設定は、 メインメニュー 1 の 「記録設定」で 斤い ます。 

この画面では、記録領域の残量が少なくなったときのアラームの設 
定も斤います。 

1 MENU ボタンを押して メインメニュー 1を呼び出す。 

2 「4.記録設定」を違択する。 

記録設定画面じなり、現在の設定が表示されます。 


く記録設定> 


シリーズ記録 : 

入 

通常記録領域 


上書を記録 : 

切 

アラーム 記録領域 


上書を記録 : 

切 

ディスク残量警告 : 

1% 


3 ジョグダイヤルを回して変更したい領域の「上書き記録」の斤 
じ力ーソルを合わせ、シャトルダイヤルををに回す。 

現在の設定（デフォルト：挪が点滅します。 

4 上書きするときは「上書き記録」を「入」じ設定して、シャトル 
ダイヤルををに回す。 


残量警告の容量を変更するには 

「上書き記録」が「切」のときは、通常記録領域またはアラーム記 
録領域の残量が設定した値な下になると、前面の FULL または 
ALARM FULL インジケーターが点滅し、後面の FULL または 
ALARM FULL 端子からアラーム信号が出力されします。 

設定は、記録設定画面で斤います。 

1 ジョグダイヤルを回して「ディスク残量警普」の斤に力ーソルを 
合わせ、シャトルダイヤルををに回す。 

現在の設定（デフォルト： 1) が点滅します。 

ム ジョグダイヤルを回して希望の値に設定し、シャトルダイヤルを 
ちじ回す。 

デフオルトの1%から最大10%までの範囲で変更することがで 
きます。 

設定が終わった5 

EXIT / OSD ボタンを押して メニュー モードを解除します。 
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画面表示データを選択する 


ブザーを設定する 


く ブザー 設定> 
アラーム 入力 
ディスク容量警告 
ディスク エラー 
□ック警告 
キー イン 
お録画 


モニター 画面に スーパー インポー ズされる データを 個別に入/切す 
ること力 S でさます。 

入/切は、 メインメニュー 2の「データ表示/無信号検出設定」で 
斤います。 

♦データについては、「画面表示データ」 （ 18 ページ)をご覧ください。 

1 MENU ボタンを押して メインメニュー 1を呼び出し、もう一度 
MENU ボタンをして メインメニュー 2じ切り替える。 

2 「1.データ表示/無信号検出設定」を選択する。 

「データ表示/無信号検出設定」画面じなります。 


3 ジョグダイヤルを回して設定したい巧目に力ーソルを合わせ、 
シャトルダイヤルををに回す。 

現在の設定が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して入/切を切り替え、シャトルダイヤルを 
ちじ回す。 

手順3、4を繰り返す。 

「無信号検出」を「入」じしておくと、本機に映像入力が供給 
されないと、 モニター 画面に警告メッセージが表示されます。 

5 設定が終わったら、 EXIT / OSD ボタンを押して メニュー モード 
を解除する。 


動作確認や警告のためのブザー音を、条件ごとに入/切すること 
ができます。 

入/切は、 メインメニュー 2の「ブザー設定」で斤います。 

1 MENU ボタンを押して メインメニュー 1を呼び化し、もう一度 
MENU ボタンを押して メインメニュー 2じ切り替える。 

2 「3.ブザー設定」を違択する。 

「ブザー設定」画面じなります。 


アラーム入力： アラームが 発生したとき 
ディスク容量警告： 通常記録領域または アラーム 記録領域 
の残量が設定値な下にがなったとき 
デイスクエラー: ハードディスクのエラーが 発生したとき 
□ツク警告： セキュリティロックされているときに操作ボタンが 
押されたとき 

キーイン： 操作ボタンが押されたとき 
無録画： 記録が中断されたとき 

3 ジョグダイヤルを回して設定したい項目に力ーソルを合わせ、 
シャいレダイヤルををに回す。 

現在の設定が点滅します。 

4 ジョグダイヤルを回して入/切を切り替え、シャトルダイヤルを 
をに回す。 

手順3、4を繰り返す。 

5 設定が終わったら、 EXIT / OSD ボタンを押して メニュー モード 
を解除する。 



入入入入切切 
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準備 


七キユ II ティ□ツクを設定する 

本機では、パスワードを設定することじよって、セキュリティロックを 
設定できます。 

設定はメインメニュー2の「セキュリティロック設定」で斤います。 

1 MENU ボタンを押してメインメニュー1を呼び出し、もう一度 
MENU ボタンを押してメインメニュー2じ切り替える。 

2 「4.セキュリティロック設財を違択する。 


「セキュリティロック設定」画面じなります。 


<セキュリティ□ック設定> 


レベル パスワード （4-8) 

入/切 

管理者 AJE 23535 

切 

使用者 1593 

切 

記録操作権限 

管理者 


「入/切」と「記録操作権限」の設定じよってセキュリティロッ 
ク動作が異なります（を段の表参照)。 

3 「管理者」のパスワードを設定する。 

4から8巧の英数字を設定します。ジョグダイヤルで英数字を 
選択しシャトルダイヤルで確定してホの巧に移動します。 

4 「入/奶欄を「入」じ設定して、シャトルダイヤルををに回す。 
管理者のパスワードが有効じなります。 

5 同様に「使用を」のパスワードを設定し、「入/切」欄を「入」 
じ設定して、シャトルダイヤルを右に回す。 

使用者のパスワードカ';有効じなります。 


ごま意 


使用者のみを「入」じすることはできません。管理者を「奶 
じすると使用をも「规じなります。 


「記録操作権限」で記録動作のロックレベルを違択する。 
使用者： 管理者だけでなく使用まも記録操作が可能 
管理ち： 管理者のみが記録操作を斤い、使用者は再生操作 
のみ可能 

ジョグダイヤルを回して違択して、シャトルダイヤルををに回し 
て確定します。 

/設定が转わったら、 EXIT / OSD ボタンを押して メニュー モード 
を解除する。 

セキュリティ□ックを有効にするには 

メニュー モードを解除してから SHUTTLE HOLD ボタンを3秒な上 
押します。 

メニューでの 設定に従ってセキュリティロックがかけられ、 LOCK イ 
ンジケーターが点灯します。 


ごま意 


再生モードからセキュリティロックをかけることはできません。 


セキュリティ □ ックびかけ S れると 

メニューの 設定じよって、操作がホのようじ制限されます。 


管理者 

sn ； 口 
巧疋 

使用者 

sn < 申 
巧お 

記録操作 
権限 

セキユ U ティ□ック動作 

A 

A 

管理者 

すべての操作がロックきれる。使巧者 
のパスワードで再生系の操作のみが可 
能になり、管理者のパスワードですベて 
の操作が可能になる。 

入 

A 

使巧者 

すべての操作がロックされる。使巧者 
のパスワードで再生系/記録系の操作 
が可能になり、管理者のパスワードです 
ベての操作が可能になる。 

A 

切 

管理者 

記録系とメニュー操作がロックされる。 
再生系の操作はロックされない。管理 
者のパスワードですベての操作が可能 
になる。 

入 

切 

使巧者 

メニュー操作のみがロックされる。再生 
系/記録系の操作はロックされない。管 
理者のパスワードですベての操作が可 
能になる。 

切 

切 

管理者 

すべての操作が可能（デフォルト設定） 

切 

切 

使巧者 

すべての操作が可能 


パスワードの 入力が必要な場合、 ブザーが 鳴り、 モニター 画面が パ 
スワード 入力画面じなります。 
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Web 操作 


別売りのネットワークカードをかしてネットワークじ接続し、 Web ブラ 
ゥザを使用して本機を操作することができます。 

動作環境 

ネットワークをかして HSR - X 200 を操作するには,ホのような環境が 
必要です。 

コンピユーター： Pentium 曲400 MHz 、 64 MB (上 
0 S : Windows 98, Windows Me , Windows NT 4.0 
ServicePack 6 a な降 、 Windows 2000, Windows XP 
Web ブラウザ： Internet Explorer 5.0 な上 

♦接続と HSR - X 200 側の設定につ l けは、 r ネットワークへの接続と設定」 
(44 ページ）をご覧ください。 


ごを意 


ネットワーク接続時に PC 上のブラウザソフトの設定が Proxy ON の 
場合、ダウンロードした画像に抜けや部分的な欠落が発生すること 
があります。プロキシサーバーの機種設定じよっては、これらな外 
にも様々な現象が発生する可能性があります。これらを回避するた 
めじ 、 Proxy OFF 設定で使用されることをお勧めします。 


HSR - X 200 への アクセス 


I Internet Explorer を起動する。 

么アドレスボックスに次のように入力し、 Enter キーを押す。 
http : //< HSR - X 200の! P アドレス>/ 


HSR - X 200 の IP アドレスは、 HSR - X 200 のメインメニュー2の 
「ネットワーク設尉で設定した IP アドレスです。 

Network Password 入カウィンドウが開きます。 



ごま意 


他の戶(：がアクセスして1、る HSR - X 200 や接続が許可されてい 
ない HSR - X 200 じアクセスしようとすると、 エラー メッセージが 
ま示されます。 

3 メインメニュー2の「ネットワーク設定」で設定したパスワードを 
人力し、 I OKI をクリックする。 

パスワードが認証されると、 HSR - X 200 の画面が表示されます。 



ごま意 


入力したパスワードじよって操作できる機能が異なります。 

ID 1 のパスワードでアクセスしたとき： カメラからのライブ 
画像の閲覧のみが許可されます。 

ID 2 のパスワードでアクセスしたとき： ライブ画像、再生 

画像の閲覧と、サーチやデータの保存に関連する操作が 
許可されます。記録操作およびメニュー操作はできませ 
ん。 

ID 3 のバスワードでアクセスしたとを： ブラウザ画面に表 
示されるボタンの操作がすべて許可されます。 

ID 1 または ID 2 でアクセスした場合、許可されていない機能を 
操作しようとすると、警告■メッセージカ s 表示されます。 

4 dll ] ボタンをクリックする。 


HSR - X 2000 Web 操作画面が表示されますはページ)。 

「ネットワーク設定」 （44 ページ）で「乂婚続表示：入)」じ設定 
してある場合は、 HSR - X 200 側の モニター 画面じは、「ネット 
ワーク接続中」が表示されます。 

アクセスした 時点でま斤中の動作は継続されます。 
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Web 操作 






• ネットワーク接続中は HSR - X 200 側での操作はできません。ネット 
ワークを切断すると操作可能じなります。 

• PC 側と2分な上通信がない場合、自動的にネットワークが切断さ 
れます。 


〇ステータス表示エリア 

動作モード（ライブ/再生）： HSR - X 200 が停止状態または記録 

モード時は「ライブ」、再生モード時は「再生」力';表示されます。 
曰時： 停止状態または記録モード時は現在の日時、再生モード時 
は再生画像が記録された日時が表示されます。 

通常記録モード： 通常記録/タイマー記録のステータスが表示さ 
れます。 

停止： 記録停止中 


HSR - X 200 側でネットワークを切断するには 

EXIT / OSD ボタンを2秒な上押します。 


アラーム 記録 モー ド： アラーム記録のステータスカ读示されます。 
停止： 記録停止中 

プ U アラー ム i 己録： プリアラーム記録ま斤中 
アラー ム i 己録： アラーム記録ま斤中 
巧量なし： アラーム記録領域の残量がない 
再生領域： 再生モードになると再生中の画像の種類が表示されま 
す。 

アラー ム： アラーム記録 
プ U アラー ム： プリアラーム記録 


言己録中： 通常記録ま斤中 


Web 操作画面 



タイマー待機： タイマー記録待機中 通吊：通宵記録 

タイマー記録： タイマー記録ま斤中 了一カイブ ：アーカイブ領域の保存データ 

残量なし： 通常記録領域の残量がない 

56 













































速度： 再生モードでは再生のステータスが表示されます。 

再生： 正方向標準再生 
一時停止： 静止画再生 
キュー： 正方向高速再生 
ス□一： 正方向ほ速再生 
を再生： 逆方向標準再生 
レビュー： 逆方向高速再生 
をス□一： 逆方向ほ速再生 

©画像表示エリア 

HSR - X 200 が停止状態または記録モード時は現在のカメラ入力画 
像、再生モード時は再生画像が表示されます。 

表示速度、サイズ、表示画質のそれぞれを、ドロップダウンリストか 
ら選択して[セット]をクリックすることじよってを更すること力';できま 
す。 

表示速度： 画像の読み込み周期を違択します。 

1:1000 ms 

2 : 500 ms 

3 : 250 ms 

4 :100 ms 

5 : 25 ms 

サイズ： 表示画像サイズを違択します。 

1: 320 X 240 ピクセル 

2 : 400 X 300 ピクセル 

3 : 640 X 480 ピクセル 

4 : 800 X 600 ピクセル 

5 : 1024 X 768 ピクセル 

6 : 1280 X 960 ピクセル 

表示画質： 画質を違択します。（ライブ時のみ表示されます。） 

1 : LOW モード巧当 

2 : MID モード巧当 

3 : HIGH モード巧当 

〇チャンネル選択欄（アクセス権： ID 2/ ID 3) 

本機でチャンネル情報をデコード可能なマルチプレクサーが接続 
されているときのみ、有効です。 

ドロップダウンリストから表示するチャンネルを違択し，[セット]をク 
リックしま寸。 
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Web 操作 


o 操作ボタン 


ボタン 

ボタン名 

機能 

アクセス権 

アイコン 



ID 1 

ID 2 

ID 3 

巧 

前のイベント 

アラーム記録された画像を再を中にクリックすると、ひとつ前のアラーム 
記録にスキップする（本体の ALARM 1◄◄ボタン相当） 

化 

有 

有 

巧 

次のイベント 

アラーム記録された画像を再ホ中にクリックずると、次のアラーム記録に 
スキップする（本体の ALARM W ボタン相当） 

化 

有 

有 

B 

スピードダウン 

再生速度を1段階洛とす（再生中に本体のショグダイヤルを左に回すの 
と同じ動作） 

M 

有 

有 

D 

スピードアップ 

再生速度を1段階あげる（再生中に本体のジョグダイヤルをちに回すの 
と同じ動作） 

組 

有 

有 

D 

逆再生 

逆方向に再生ずる 

化 

有 

有 

〇 

再生停止 

再生を停止する 

有 

有 

有 

D 

再生 

再生を開贻する 

組 

有 

有 

m 

前の画像 

静止画モードでクリックすると、ひとコマ前の静止画が表示される 
(静止画モードで本体のジョグダイヤルを左に回すのと同じ勤作） 

化 

有 

有 

凸 

一時停止 

静止画モードにずる 

M 

有 

有 

Q 

次の画像 

静止画モードでクリックずると、ひとコマ次の静止画を表示する 
(静止画モードで本体のジョグダイヤルを右に回すのと同じ勤作） 

組 

有 

有 

■ 

記録 

記録を開始する 

化 

化 

有 

a 

記録停止 

記録を停止する 

化 

化 

有 

〇 

タイマー 

タイマー記録を on / off する 

組 

化 

有 

m 

サーチ 

画懷を檢素する 

化 

有 

有 

回 

っピー 

画懷データをコピーする 

化 

有 

有 

旦 

ダウンロード 

画像データをダウンロードずる 

組 

有 

有 

园 

メニュー 設定 

メニュー 設定を斤う 

化 

化 

有 

田 

切断 

ネットワークを切断する 

有 

有 

有 


58 






























画像の巧索 


ID 2 または ID 3 で アクセスした 場合は、画像の検索が可能です。 
E (サーチ）をクリックすると、サーチモード遠択画面が表示され 
ます。 


SONY 

サーチ 

チ*ンネル 

「-- j t ット1 

1. アラームサーチ 

2. アラームサム ネイル サーチ 

3. 日時 サーチ 

4. アーわ イプ巧 域 サーチ 

5. アクティビティーディテクシヨンヴーチ 

巧を 

田 口 

B 〇 

曲 B 

函日 


■11 口 


11109 


HSR-X200 

DigAM SirvHIvtM Acoadtr 



ま巧したいサーチモードを選択します。 

1. アラームサーチ 

アラーム記録領域に記録された画像をリストから検索します。 

♦本体で「アラームサーチ」を選択したときと同様の情報が表示されます 
は9ぺ—ジ)。 

リストの切り替えは[前]/炊]ボタンで斤います。 

リスト番号のボタンをクリックするとプリビュー画像が表示され、プリ 
ビュー画像の上をクリックするとメイン画面に戻り、違択した画像が 
画像ま示エリアじ表示されます。 

2. アラームサムネイルサーチ 

アラーム記録領域に記録された画像をサムネイル画像で検索しま 
す。 

♦本体で「アラームサムネイルサーチ」を選択したときと同様の情報が表示 
されます （39 ぺージ)。 


3. 日時サーチ 

通常記録領域に記録された画像を記録日時で検索します。 

♦本体で「日時サーチ」を選択したときと同様の情報が表示されます （40 
ページ)。 

「サーチ」のドロップダウンリストで記録日時を指定して[プリ 
ビュー]をクリックすると検索をま斤し、プリビュー画像を表示しま 
す。 

プリビュー画像の上をクリックするとメイン画面に戻り、選択した画 
像が画像表示エリアじ表示されます。 


ごを意 


指定した日時に合致するイベントがない場合は、最もおい日時の画 
像が表示されます。 

4. アーカイブ領域サーチ 

アーカイブ領域に保存されている画像を検索します。 

♦本体で「アーカイブ領域サーチ」を選択したときと同様の情報が表示さ 
れます （40 ページ)。 

リストの切り替えは[前/炊]ボタンで行います。 

リスト番号のボタンをクリックするとプリビュー画像が表示され、プリ 
ビュー画像の上をクリックするとフル画面表示になります。 

5. アクティビティーディテクシヨンサーチ 

アクティビティーセンサーを使用して画像を検索します。 

♦本体で「アクティビティーディテクションサーチ」を選択したときと同様の 
情報が表示されまず （41 ぺージ）。アクティビティーセンサーの設定も同 
一画面上で斤えます。 

検索開始日時と終了日時は、それぞれドロップダウンリストで設定 
し、[セット]をクリックして設定できます。 

[プリビュー]をクリックすると檢素が行われ、該当する画像のプリ 
ビュー画像が表示されます。 

画像をクリックすると検索した画像から再生が開始されます。 


サムネイル 画像の切り替えは[制/ [次] ボタンで 行います。 
サムネイル 画像の上を クリックするとメイン 画面に戻り、選択した画 
像が画像表示 エリアに 表示されます。 


ごま意 


すべてのサムネイル画像 （9 画面）力读示される前じ、[前]/欧] 
ボタンでページ切り換えを繰り返す t アラーム番号がランダムじ表 
示される場合があります。これは番号が連続しないだけで、誤表示 
ではありません。ページ送りは9画面が完全に表示された後に斤 
なってください。 
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Web 操作 


センサーの ON/OFF 

センサーを ON じしたい位置に巧応する升目の上をクリックして、 
チェックマーク （■) をつ けます。 

OFF にするときは、再度クリックしてチェックマークを消してくださ 

い。 


を]かりました 
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画像の コピーと ダウン □ー ド 

ID 2 または ID 3 でアクセスした場合は、 HSR - X 200 の通常記録領域 
またはアラーム記録領域の画像をアーカイブ領域にコピーしたり、 
PC にダウンロードすることができます。 

通常記録領域またはアラーム記録領域に記録されている画像は、 
自動腳こいったんアーカイブ領域にコピーしてからダウンロードされ 
ます。アーカイブ領域から直接 PC へダウンロードすることもできま 
す。 


画像を コピーず る 

1 コピーしたい画像を静止画モードで表示させる。 

連続する画像をコピーするときは先頭の画像を表示させてくだ 
さい。 

2 励〕ピ -） をクリックする。 

コピー画面になります。 

3 コピーする枚数を設定し、[開始]をクリックする。 

コピー実行中は「コピー中」が表示されます。 

コピーが終了すると、「コピー終了」が表示されます。 


コピーモードを抜けるには 

D 谓生停止）をクリックします。 
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画像をダウン□-ドする 


1 ダウンロードしたい画像を静止画モードで表示させる。 


連続する画像をコピーするときは先頭の画像を表示させてくだ 
さい。 

2曰 (ダウン D - F ) をクリックする。 

ダウンロード画面じなります。 



ダウンロード PC へのダウンロート- 


SONY 


【 II ■曲 。 —UMiniTn 再ち巧ち 


t 


P 


を 


HSR-X200 


• 1台の PC で2つのブラウザを使用して2台の HSR - X 200 をネット 
ワーク接続している場合、同時にダウンロードを斤なわないようじ 
ご注意ください。2台目のダウンロードウィンドウを起動しようとする 
と、1台目のダウンロードウィンドウが強制的に閉じられてしまいま 
す。 

• ダウンロード中は、再生系の操作を受け付けない仕様になってい 
ます。ただし、ネットワークのレスポンスが異常に遅いと、操作を 
受け付けてしまう場合がありますので、ダウンロード中は再生系の 
操作をしないようじご注意ください。こうした場合の再生じついて 
は動作保証できません。 


3 ダウンロードする枚数を設定し、[開始]をクリックする。 


記録保存領域の画像が表示されているときは、ただろじダウ 
ンロードが始まります。 

アーカイブ領域またはアラーム記録領域の画像が表示されて 
いる場合は、あらかじめアーカイブ領域にコピーしてからダウン 
口ードを開始します。 

ネットワーク経由で PC へダウンロードを斤なう場合、最大1，000 
枚までダウンロードすることが可能です。ただし、 Windows の 
OS , CPU のスピード 、 Internet Explorer のパージョン(こよって 
転送時間が異なります。5分な上経過した場合は転送が切断 
され、転送が完了しません。その場合は、ダウンロードする画 
像の枚数をみなくして、再度ダウンロードを斤なってください。 


ダウンロードが始まるとイメージビューワー画面に切り替わり、ダウン 
口 —ド中（ダウンロード後）の画像を確認すること力';できます。 


61 




















Web 操作 


イメージビューワー 



ファイルの煩果のま示がも'尉こ人り曲ツ-ルのヘルプお） 


HSR-X200 IMAGE VIEWER 


S をサイズ0192 *3 >4 >5 
再をまち *1*2 03 *4 *5 


巧穿 I 


rr 夕 んに ixi 


トップ： 先頭の画像を表示する。 

前の画像： ひとつ前の画像を表示する。 

逆再生： 逆方向に再生する。先頭の画像で停止する。 
停止： 再生を停止する。 

再生： 順方向に再生する。最後の画像で停止する。 
次の画像： ホの画像を表示する。 

終了： 最後の画像を表示する。 

画像サイズ： 表示画像サイズを違択できます。 

1: 400 X 300 ピクセル 

2 : 640 X 480 ピクセル 

3 : 800 X 600 ピクセル 

4 : 1024 X 768 ピクセル 

5 : 1280 X 960 ピクセル 

再生速度： 再生速度を違択できます。 

1:1000 ms 

2 : 500 ms 

3 : 250 ms 

4 :100 ms 

5 : 25 ms 

画像を号： 再生している画像の番号が表示されます。 
時刻： 再生している画像の記録日時が表示されます。 


ダウン□-ド数： ダウンロード中の画像の番号が表示されます。 
画像の下部じは、サムネイル画像が表示されます。 

ダウン□-ドび完了ずると 

メッセージ「ダウンロード終了」が表示されますので、 [ OK ] をクリッ 
クしま十。 

ダウン□ー ドした画像を保ちするには 

Internet Explorer の ファイルメニユー から「保存」を違択して、表 
示されて いる ページを保存します。画像も同時じ保存されます。 
保存する場合、 ファイル 名を自由に設定できます。 

例：ファイル名を 「 SONY 」 じ設定した場合、下記のようじファイ 
ルが作成されます。 

HTML ファイル： SONY.htm 
ホルダー： SONY . files / SONY_files 
お張モ JPG / JPE / JPEG . 

またダウンロードする画像ファイルの中に日時データを埋め込み、 
専用のアプリケーションソフトを使用することじより、画像の中に日 
時を表示したり、印刷することができます。 

♦専巧アプリケーションソフトについては、お買い上げ店またはソニーの 
サービス窓口にご相談ください。 
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メニューの設定 

瓜3で ログインし た場合は、 メニュー 操作が可能です。 

メニュー 設定）をクリックして、 メニュー 選択画面を呼び出し、 
設定したい メニューを クリックして違択します。 

各 メニュー 画面では、各項目のドロップダウンリストから希望の設定 
値を違択し、[セット]または[保存]ボタンをクリックすることじよって 
設定を斤います。 

1. 時刻設定： HSR - X 200 の内蔵時計を設定します。 

♦本体 メインメニュ ー1 の「時刻設定」と同様に設定します（日0ページ）。 

2. 外部時刻設定： 外部時計合わせに必要な設定を斤います。 
♦本体 メインメニュ ー1 の「時刻設定」と同様に設定します（日 0 ページ）。 

3. 映像入力/プ UU バース再生設定： 接続するマルチプレク 

サーのタイプやプリリバース再生時間を設定します。 

♦本体 メインメニュ ー1 の 「巧像入力設定/プリい S —— ス 再生」と同様に 
設定できます （35 ページ、43ページ)。 

4. 記録領域設定： HSR - X 200内蔵の HDD の記録領域の情報を 
表示します。領域の割り当てを変更することはできません。[記 
録再開許可]ボタンは有効です。 

♦本体 メインメニュー 1 の 「記録領域設定」と同様に操作します （51 
ページ)。 

5. 記録設定： 各種の記録に関する設定を斤います。本 
♦本体 メインメニュ ー1 の 「記録設定」と同様に設定します (24 ページ）。 

6. 通常記録設定： 通常記録の条件を設定します。 

♦本体 メインメニュー 1 の 「通常記録設定」と同様に設定します （24 
ページ)。 

7. タイマー設定： タイマー記録の設定を斤います。 

♦本体メインメニュ ー1 の「タイマー設定」と同様に設定します （30 ぺ一 
ジ)。 

8. 休日設定： 休日の設定を斤います。 

♦本体 メインメニュ ー1 の「休日設定」と同様に設定しますは1ページ）。 


9. アラーム記録設定： アラーム記録の条件を設定します。 

♦本体 メインメニュ ー1 の 「 アラーム 記録設定」と同様に設定します依 
ページ)。 

アクティビティーディテクションセンサーの設定も同じ画面上で斤 
います。 

画面の巧応する位置の升目をクリックすることじよって、セン 
サーを ON / OFF すること力';できます。 

10. データ表示設定： モニター 画面 じ 表示され る 項目を ON / 
OFF しま寸。 

♦本体メインメニュ ー1 の r データ表示/無信号検出設定」と同様に設 
定できます （53 ぺージ ）。 

11. RS -232 C / RS -485 設定： 本体 メインメニュー 2の 「 RS - 
232 C / RS -485 設定」 （44 ページ）で設定された外部制御に関す 
る情報を表示します。ネットワークをかして設定を変更することは 
できません。 

12. ブザー設定： ブザーを鳴らす条件を設定します。 

♦本体 メインメニュ ー2 の ロザー設定」 と 同様に設定できます （53 ぺ一 
ジ)。 

13. ネットワーク設定： ネットワークをかして操作するための設 
定を斤います。 

♦本体メインメニュ ー2 の r ネットワーク設定」と同様に設定できます （44 
ページ)。 

ただし、ネットワークカードの違択、ネットワーク操作の入/切は 
できませんが、ネットワークスピードをドロップダウンリストから違 
択することができます。 

14. A - ドディスク設定： 本体 メインメニュー 2の 「 HDD 設定」 
(49 ページ）で設定された HDD 増設時に関する情報を表示し 
ます。再生に使用するドライブの違択のみ、ネットワークをかして 
斤えます。 

15. 停電情報/使用時間： 本体メインメニュー2の「停電情報/使 
用時間」 （65 ページ）と同様に、停電情報や使用時間の積算値 
や ファームウエアの バージョンを表示します。 
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保守-点検 


トラブルシューテイング 

修理をご依頼じなる前に、もう一度点検してください。 


症が 

原因 

処置 

モニター画像が映らない。 

接続は正しいですか？ 

正しく接続してください。 


モニターやカメラの電源は入っていますか？ 

電源を入れてくだきい。 

操作ボタンを押しても動作しない。 

アラーム録画が行われている。 

アラーム録画終了までお待ちください。 


セキュリティロックが働いている。 

セキュリティロックを解除してください。 

(日4ぺージ） 


タイマー記録待磯中またはタイマー記録中でず。 

TIME 民ボタンを押して、ボタンのインジケーターを 
消灯させてくだきい。 （31 ぺージ） 

タイマー記録ができない。 

時計が正しく設定されて t 、ない。 

時計を正しく合わせてください。 

(日〇ぺージ） 


タイマー記録が「入」になっていない。 

TIME 民ボタンを押して、ボタンのインジケーターを 
点灯させてください。 （31 ぺージ） 

「タイマー設定」画面で「入/切」欄が「入」になって 
いるか確認してください。は〇ぺージ） 

日時が記録されない。 

日時が非表示になっている。 

EXIT / OSD ボタンを押してくだきい。 

(14 ぺージ） 


日かと時刻のデータ表示が「切」になっている。 

「データ表示設定」で「入」にしてください。 

(日3ぺージ） 

警告メッセージが'消えない。 

故障の可能性があります。 

お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご相談 
ください。 


システムダウン 

もし本機がまったく動作しなくなったときは、ホの手順を斤ってみて 
ください。 

1 本機がコンセントじつながっているか確認する。 

2 電源を切り、電源コードをコンセントから抜く。 

3 電源コードをコンセントじつなぎなおし、電源を入れる。 

4 後面パネルのオールリセットボタンを押す。 

上記を斤っても動作しないときは、お買い上げ店またはソニーの 
サービス窓口じご巧談ください。 


HDD 2 台搭載時の異常検出 

HDD を2台搭載したとき HDD の異常を検出した場合、モニターじ 
「ディスク エラー （1)」 （マスター 彻 IHDD ) または「ディスク エラー 
の」 (スレーブ側 HDD ) が表示されます。ほとんどの場合アクセス 
していた HDD で異常が発生するため、その時点でアクセスして 
いたディスクの番号が表示されますが、まれじもう一方の HDD じ 
異常が発生している場合もありますのでご注意ください。どろらとも 
キ帖 IJ できない場合は「ディスク エラー」 と表示します。 

異常検出した場合は、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口 
じご連絡ください。 
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停電情き目とほ用時巧のお認 


メインメニュー 2の「停電情報/使用時間」で、停電じよる記録の 
中断があったかどうかや、 HDD の累積使用時間などを確認するこ 
とができます。 

本機のファームウュアのバージョンも表示されます。 

1 MENU ボタンを押してメインメニュー1を呼び出し、もう一度 
MENU ボタンを巧3して、メインメニュー2じ切り替える。 

2 「7.停電情報/使用時剛を違択する。 

停電情報/使用時間表示画面じなります。 


<停電情報/使用時間> 

停電情幸良 

抑02発生日時 02-12 07:22 
回復日時 02-1 日10 : 20 


使用時間 

ディスク1 : 00003 H 

ディスク2 : H 

通割き間 : 00358 H 


つァーしウェ7 : MAIN 1.00 /SUB 1.00 


停電情報 

最新の停電発生時刻と回復時刻を表示します。 

使用時間 

内蔵 HDD の累積使用時間と本機の累積通電時間を表示します。 

ファームウエア 

本機のファームウュアのバージョンを表示します。 


メニューを抜けるじは、 EXIT / OSD ボタンを押します。 






保証書とアフターヴービス 


保証書 

• この製品には保証書が添がされていますので、お買い上げの際 
お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存 
してください。 


アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご覧になってお確かめください。特に、前項 
「保ず•点検」じ該当する項目がないか、お調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店またはおおくのソニーのサービス窓口じご巧談くださ 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理じよって機能が維持できる場合は、ご要望じより有料修理さ 
せていただきます。 

保証期間中の修理など、アフターサービスじついてご不明な点は、 
お買い上げ店またはおおくのソニーのサービス窓口にお問い合わ 
せください。 
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仕様 


-般 


記録方式 

Motion JP じ G compression 

信号方式 

EIA 標準、 NTSC 方式 

解像度 

720 X 240 ピクセル（フィールドモード） 

720 X 480 ピクセル（フレームモード） 

動作温度 

5で〜40で 

動作湿度 

80%が下 

電源 

AC 100 V 、50/60 Hz 

消費電力 

25 W 

外形寸法 

420 X 96 X 376 mm (幅/高さ/輿巧き） 

質量 

5.5 kg 

映像入出力 


入力 

VIDEO IN : IVp - p . 75 n . 

不平衡 (BNC 型） 

S-VIDEO IN : Y/C 分離信号（ミニ DIN 

4 ピン） 

巧力 

VIDEO OUT : lVp - p .75 n . 

不平衡 (BNC 型） 

SVIDEOOUr : Y/C 々離信号（ミニ 

DIN 4ピン） 

ループ 出力 

VIDEO : 1 Vp-p .750. 不平衡 
(BNC 型） 

S - VIDEO : Y/C 分離信号（ミニ DIN 4 ピ 

ン） 

水平解像度 

500本な 上 （ HYPER モード） 

S/N 

48 dB ( HYPER モード） 


音声入出力 


入力 

-8 dBs , ピンジャック、 27 kn , 不平 


衡 

出力 

-8 dBs , ピンジャック、600 n , 不平衡 

マイク 入力 

-60 dBs 、 03.5 mm ミニジャック、 


10 kn , 不平衡 

S/N 

40 dB 


アラーム/制御入出力 


ALARM OUT 

+ 5V. 5.7kn 鄉作時 ov) 

NO REC OUT 

+ 5V. 5.7kn 鄉作時 ov) 

CLOCK SET OUT 

+ 5V. 5.7kn 鄉作時 OV) 

CLOCK SET IN 

無電圧メーク接点 

WARNING OUT 

+ 5V. 5.7kn (動作時 ov) 

FULL OUT 

+ 5V. 5.7kn 鄉作時 OV) 

ALARM FULL OUT 

+ 5V. 5.7kn 娜作時 OV) 

RS485 (A/B/COM) 

フ°ッシュロック ま 

REMOTE 

抵抗 ラダー ま 

SERIES OUT 

+ 5V. 5.7kn 鄉作時 ov) 

SERIES IN 

口ーレベル 

SWOUT 

+ 5V 、 4.8kn 鄉作時 ov) 


付属品 

AC 電源 コード （1) 

3極•<■■*•2極を換プラグアダプター （1) 

電源コード固定クリップ （1) 

フユライトコア （1) 

ラックマウント 金具 （1 式） 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニー業務用製品ご巧談窓口のご案内 （1) 


別売り品 

ハードディスクドライブ H 涨 K - X 201 

•本機は日本国内用ですから、放送規格の異なる外国では使用で 
きません。 

•仕様および外観は、改良のため予皆なく変更することがあります 
力';、ご了承ください。 


ALARM IN 無電圧メーク接点 

ALARM RESET 無電圧メーク接点 
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コ7ン 


データが式 


RS -232 C 

データフオーマットは、 ホの通りです。 


モート 

非同期 

キャラクター長 

8ビット 

データ伝送速度 

2400、4800、9600、19200 

バリテイチェック 

なし 

ストップビット 

1ビット 


データ 伝送速度のみ HSR の メインメニュー 2「 RS -232 C / RS -485 
設定」 （48 ページ）で設定することができます。 

通信プロトコル 

通信はい、'イト単位で斤います。コンピューターが1バイト送信し 
た歡 HSR から返ってくる返答を持ってホのバイトを送信します。 
HSR の返答の中には、1バイトのものだけでなく、複数バイトのも 
のもあります。 

RS -232 C 使用時のま意 

コマンドを使用するためじな下の準備をしてください。 

RSJ 32 C TABLE ON コマンド （ F 6 H ) を HSR じ送る 
• HSR は 、 ACK (0 AH ) を返します。 

• RS -232 C TABLE OFF コマンド （ F 7 H ) を送るまで、 HSR はコマ 
ンドを受け付•けます。 


RS -485 

データフオーマットは， ホの通りです。 


モート 

非同期 

キャラクター長 

8ビット 

データ伝送速度 

2400、4800、9600、19200 

バリテイチェック 

なし 

スタートビット 

1ビット 

ストップビット 

1ビット 


通信線： 2芯 

通信ち式： 平2重方ま （ HalfDuplex 方ま） 

データ 伝送速度のみ HSR の メインメニュー 2「 RS -232 C / RS -485 
設定」 （48 ページ）で設定することができます。 


RS -485 使用時のま意 

. メインメニュー 2 「 RS "232 C / RS 485 設定」 （48 ページ）で設定し 
たアドレスと一致しないと HSR は動作しません。 

. グループ番号を設定したときは、設定したグループ番号と一致 
しないと HSR は動作しません。 

通常コマンド 

特に指定のないコマンドでは、1つのコマンドに対して必ず ACK 
(0 AH ) または NAK (0 BH ) が返されます（ブロードキャスト送信 
時は除く)。 


RS -232 C 専用コマンド 

■ RS -232 C TABLE ON ( F 6 H ) 

RS -232 C 制御を開始する。 

■ RS -232 C TABLE OFF ( F 7 H ) 

RS -232 C 制御を終了する。 


RS -485 専用コマンド 

■ RS -485 TRANS START ( FDH ) 

RS -485 制御を開始する。 

■ RS -485 RCV CHK ( FEH ) 

RS -485 制御 コマンドの 受け取り準備ができているかどうかを確認 
する。 

RS -232 C / RS -485 共通コマンド 

■ PLAY (3 AH ) 

再生を開始する。 

■ PLAY STOP 巧 FH ) 

再生を停止する。 

■ SEARCH / FR/FI (4 AH ) 

• 録画中または停止中じサーチ設定メニューを表示する。 

•再生中にフレーム表示/フィールド表示を切り替える。 

■ PAUSE (4 FH ) 

再生中に静止画じする。 
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■ SHIFT - (53 H ) 

本体シャトルダイヤルの左回しに相当する操作を行う。 

■ SHIFT ! (54 H ) 

本体ジョグダイヤルの左回しに相当する操作を行う。 

例外：©実行中の再生のスピードを上げる。 

©メニュー画面で設定値を上げる。 

■ TIMER ON/OFF (60 H ) 

タイマー録画の「入」/「切」を切り替える。 

■ SHIFT - (63 H ) 

本体シャトルダイヤルのを回しに相当する操作を行う。 

■ SHIFT ! (64 H ) 

本体ジョグダイヤルのを回しに相当する操作を行う。 

例外：©実行中の再生のスピードを落とす。 

©メニュー画面で設定値を下げる。 

■ PLAY SPEED UP (65 H ) 

• メニュー 画面で設定値を上げる。 

•巧生時、巧生スピードを上げる。 

■ PLAY SPEED DOWN (66 H ) 

• メニュー画面で設定値を下げる。 

•巧生時、巧生スピードを下げる。 

■ SECURITY LOCK ON (69 H ) 

本体の メニュー 設定がセキュリティーロック可能な状態の場合、 
セキュリティーロックを「入」にする（本体の SHUTTLE HOLD ボ 
タンの3秒押し操作に相当）。 

■ MENU (74 H ) 

• メニューモードにする。 

•メニューモード時、メニュー画面を選択する。 

■ ZOOM (85 H ) 

-ズーム設定モードに入る。この後： 

1 SHIFT t (54 H ) または SHIFT i (64 H ) でズーム領域の水平 
位置を指定する。 

2細 IFF 一 (63 H ) で水平位置を確定する。 

3 SHIFT t (54 H ) または SHIFT i (64 H ) でズーム領域の垂直 
位置を指定する。 

4 SHIFT 一 (63 H ) で垂直位置を確定する。 

. ズームを解除する。 


■ CHANNEL (8 CH ) 

• 一時停止中にチャンネル選択画面に切り替える。この後： 

1 SHIFT t (54 H ) または SHIFT 古 （64 H ) でチャンネルを選択す 
る。 

2 SHIFT 一 (63 H ) でチャンネル選択を確定する。 

• チャンネル選択画面を解除する。 

■ COPY (8 DH ) 

コピー設定画面の「入」/「切」を切り替える。 

■ OSD/EXT (8 EH ) 

•画面表示データの「入」/「切」、および表示位置を切り替え 
る。 

• メニュー モードを解除する。 

■ ALARM F ( ABH ) 

再生中に、直後のアラームを検索して再生する。 

■ ALARM R ( ACH ) 

再生中に、直前のアラームを検索して再生する。 

■ REC STOP ( CFH ) 

録画を停止する。 

■ CLOCK ADJUST ( EOH ) 

内蔵の時計の分と秒の設定を00に合わせる。 

例：13:30:00から14:29:59の間に送ると、時訊よ14:00:00にな 
る。 

■ MENU RESET ( E 1 H ) 

表示されている メニュー 画面の設定のみ初期値に戻す。 
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コマンド 


ステータスコマンド 


ステータスリ又集コマンド 
■ STATUS SENSE ( D 7 H ) 

【指定した機器との1巧1の通信時のみ有効】 
HSR の動作情報を収集する。 

CMD 


TxD [ D 7 I 



RxD 

1 か 11 d 2 11 d 3 11 CI 4 11 d 5 1 

ビット 

意味 

dl 

7 

00: 再生停止， 01: 静止画， 10: 再生， 

第 

1 

バ 

6 

11; 各種 メニ ュー 

已 

1: アラーム記録領域フル 

i 

上 

4 

00: 停止， 01: プリアラーム記録， 10: アラーム記録 

3 

11: 使用禁止 


2 

1: 通常記録領域フル 


1 

00: 記録停止， 01: 通常記録 


0 

10:タイマー 記録， 11:タイマー 記録待機 

d 2 

7 

再生モード 00: 通常， 01: アラーム， 10: 保存 

窠 

6 

11: 予備 


己 

0 に固定 

イ 

卜 

4 

1: 正方向， 0: 逆方向 

3 

再生スピード 0 瓶〜 0 FH 


2 



1 



0 


d 3 

7 

1: チャンネル選択中 

雲 

6 

予備 

3 

バ 

已 

予備 

イ 

卜 

4 

予備 

3 

選択入力番号 00 H 〜 0 FH : 1 〜 16 チャンネル 


2 



1 



0 


d 4 

7 

予備 

窠 

6 

予備 

4 

バ 

己 

予備 

イ 

卜 

4 

予備 

3 

予備 


2 

予備 


1 

予備 


0 

予備 


d 5 

7 

予備 

桑 

6 

予備 

己 

ノス 

イ 

卜 

己 

予備 

4 

予備 

3 

予備 


2 

予備 


1 

予備 


0 

予備 


ステータス情報発信コマンド （ RS -485 専用コマ 
ンド） 

【ブロードキャスト送信時のみ有効】 

HSR に関する情報を随時発信するためのコマンドです。各コマ 
ンドに続けて1バイトのデータを送信することができます。ただし、 
送信可能なデータは、 OOH ~ EFH の範囲に限定されます （FOH 
~ FFH は使用禁止)。 

■ STATUS LOG -1 ( BFH ) 

CMD 

TxD [ BFlLd 1 I - 

RxD 


ビット 

意味 

7 

1:ワーニング 

6 

1: 適常記録領域フル 

己 

1: アラーム記録領域フル 

4 

予備 

3 

動作モード（下記） 

2 


1 


0 



ビット 

動作モード 

3 

2 


0 

0 

0 

0 

0 

モード 変更な し 

0 

0 

0 

1 

再生停止 

0 

0 

1 

0 

静止画 

0 

0 

1 

1 

正方向 スロー 再生 

0 

1 

0 

0 

逆方向 スロー 再生 

0 

1 

0 

1 

正方向再生 

0 

1 

1 

0 

逆方向再生 

0 

1 

1 

1 

正方向送り 

1 

0 

0 

0 

逆方向送り 

1 

0 

0 

1 

适常記録停止 

1 

0 

1 

0 

适常記録 

1 

0 

1 

1 

タイマー 記録 
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意味_ 

GROUP 7 
GROUP 6 
GROUP 己 
GROUP 4 
GROUPS 
GROUP 2 
GROUP 1 
常に 0 
GROUP 15 
GROUP 14 
GROUP 13 
GROUP 12 
GROUP 11 
GROUP 10 
GROUP 9 
GROUP 8 


■ GROUP CLEAR (6 EH ) 

指定のグループを削除する。 

CMD 



ACK ACK ACK 


例：グループ5、6、 10 を削除する場合 



ACK ACK ACK 


1 

1 

0 

0 

タイマー記録待機 

1 

1 

0 

1 

アラーム 記録停止 

1 

1 

1 

0 

アラーム 言己録 

1 

1 

1 

1 

予備 


RS -485 専用コマンド 

各機器をグループ登録し、グループ制御することができます。 
同時に複数のグループの登録-削除が可能です。 

- GROUP SET および GROUP CLEAR で dl , d 2 ともに00を指 
定すると、 d 2 受信時に ACK ( OAH ) の代わりに ERROR ゆ 2 H ) が 
返る。 

- GROUP SET および GROUP CLEAR で dl の最下位ビットを1 
じ指定すると、 dl 受信時に ACK (0 AH ) の代わりに ERROR 
の 2 H ) が返る。 

■ GROUP SET (6 CH ) 

指定のグループじ登録する。 

CMD 



ACK ACK ACK 


例：グループ5、グループ14じ登録する場合 



ACK ACK ACK 


■ GROUP CHECK (6 DH ) 

現在登録されているグループを確認する。 


CMD 



側グループ2、3、10、15じ登録されている場合 


CMD 



か d 2 


グループ制御コマンド 
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コマンド 


特巧コマンド 


RS -232 C 専用コマンド 

【指定した機器との1巧1の通信時のみ有効】 


■ CLEAR ERROR (41 H ) 

• T/D SEARCH 4コマンドの日時データ入力中に、直前に入力し 
た数値コマンドのみ取り消す。 

.無効 データ 入力じより T/D SEARCH 4 コマンドがエラーじな っ 
たとき、直前に入力した無効 データの みを取り消して エラーを 
解除する。 


■ T/D SEARCH 4旧 5 H ) 

日時 サーチモードじし、サーチする 日が を 数値 データコマンド 
3胤（0)~ 3畑货) で指定する。 

CMD 

TxD I B 5 [ ] d 1 1 J d 2 1 J d 3 } J d 4 ] 」 d 5 J 

RxD fOA I fOA I foA | foA | foA | fOA f 

ACK ACK ACK ACK ACK ACK 

CMD 

い曰 1 ]d71 J d81 J d91 Jdio] 」 40 ] 

foA I fOA I foA I foA I foA | fOA f 

ACK ACK ACK ACK ACK ACK 

dl : サーチする年の上位 （30 H ~39 H ) 
d 2: サーチする年の下位 （30 H ~3 組） 
d 3: サーチする巧の上位 （30 H または 31 H ) 
d 4: サーチする巧の下位 （30 H ~3 細） 
d 5: サーチする日の上位 (30 H ~33 H ) 
d 6: サーチする日の下位 (30 H ~39 H ) 
d 7: サーチする時の上位 (30 H ~32 H ) 
d 8: サーチする時の下位 （30 H ~3 細） 
d 9: サーチする分の上位 (30 H ~35 H ) 
dlO : サーチする分の下位 （30 H ~39 H ) 

30 H ~3 組外のデータを送信する ■ h、ACK ( OAH ) の代わり 
じ ERROR (02 H ) が返送される。 

それぞれのデータに巧し、有効範囲外の値を入力した場合は、 
ENTER (40 H ) を送信した後 、 ERROR (02 H ) が返送される。 

例： ’02年5巧10日5時10分の場合 

CMD か d 2 d 3 d 4 d 5 

TxD 」 B 5 ] [ 30 H] [ 32 H] 巧 OH] fsSHI [ 31 HI 

RxD foA f foA r foA r F OA f T OA f T OA [ 

ACK ACK ACK ACK ACK ACK 

d 6 d 7 d 8 d 9 d 10 CMD 

I 30 H] 西团 [ 3 ^ [sTh] 呼 hi, [40 I, 

foA f foA r foA r foA r tqa r tqa i 

ACK ACK ACK ACK ACK ACK 


■ CLEAR 巧 6 H ) 

• T/D SEARCH 4 コマンドの日時データ入力中に、コマンド全体 
を取り消す。 

.無効データ入力じより T/D SEARCH 4コマンドがエラーじなっ 
たとき、 T/D SEARCH 4コマンド全体を取り消してエラーを解除 
する。 


RS -232 C / RS -485 共通コマンド 
■ REC REQUEST ( FAH ) 

REC コマンドの前に送信する。 


■ REC ( CAH ) 

邸 〔REQUEST ( FAH ) の後に送信して，録画をま斤する。 

【指定した機器との1巧1の通信 時】 

FAH 送信後、 ACK ( OAH ) が返ったら REC ( CAH ) を送信する。 

CMD CMD 
TxD [FA I [CA L 

RxD 1 OAI foA r 

ACK ACK 


【ブロードキャスト送信時】 

FAH 送信歡バスの開放を確認してから REC ( CAH ) を送信す 
る。 


CMD 
TxD [FA I . 

RxD 


CMD 

岡 


■ ENTER (40 H ) 

T/D SEARCH 4 コマンドの日時データ入力後、データを確定す 
る。 
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その他の特巧コマンド 


特巧コ—ド 


RS -485 専用コマンド 
■ CLOCK ADJUST 2 ( E 9 H ) 

【ブロードキャスト送信のみ有効】 

サブコマンド sl ~ S 3 の値で定義されるデータの転送を斤う。 
si , s 2, s 3 = 30 H , 30 H , 30 H の場合：年月日を転送 
si , s 2, s 3 = 30 H , 30 H , 31 H の場合：時分秒を転送 


TxD 


CMD _ _ _ _ _ 

[ E 9 1£51 Ll s 2 I 」 S 3 I 丄 d 1 \ l 62 j 


_ CMD 

而师 


■ ERROR (02 H ) 

• T/D SEARCH 4 コマンドの 日時データ入力中に無タカなデータが 
入力され、 HSR がエラー状態になったことを表す。 

- RS -485 で GROUP SET (6 CH ) または GROUP CLEAR (6 DH ) コ 
マンド 実斤中に、 HSR が無効なデータを受信したことを表す。 


E 細を送信したデバイスは、/ 口の開放を待たずに 40 H まで連 
続して送信する。 


si , s 2, s 3 = 30 H , 30 H , 30 H の場合 

dl : 年の上位 （30 H ~39 H ) 
d 2: 年の下位 （30 H ~3 細） 
d 3： 巧の上位 （30 H または 31 H ) 
d 4: 巧の下位は組一3組） 
d 5： 日の上位 （30 H ~33 H ) 
d 6： 日の下位 （30 H ~3 細） 


例： ’05年6月21日 

CMD s 1 s 2 s 3 d 1 d 2 cl 3 d 4 d 5 dR CMD 
TxD [ E 9 I 丄 301£30 I 丄 30 [£30 I [35 [£30 I 丄 36 に32 I 丄 31 [£40 I 

RxD 


sl , s 2, s 3 = 30 H , 30 H , 31 H の場合 

dl : 時の上位 （30 H ~32 H ) 
d 2: 時の下位 （3 組一 3 細） 
d 3: 分の上位 （30 H ~35 H ) 
d 4: 分の下位 （30 H ~39 H ) 
d 5: 秒の上位 （30 H ~35 H ) 
d 6: 秒の下位 （30 H ~39 H ) 

例：1日時47分30秒 

CMD s 1 s 2 s 3 d 1 d 2 cl 3 d 4 d 5 d 6 CMD 
TxD 〔 E 9 l ]30 に 30 I 丄 31 ]_[31 I 丄 35 [£34 I 丄 37) X 33 I 丄 30 1£40 I , 

RxD 
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コマンド 


コマンドテーブル 


\ 上位 
下位 \ 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

0 




0 

ENTER 


TIMER 

ON/OFF 








CLOCK 

ADJUST 


1 




1 

CLEAR 

ERROR 










MENU 

RESET 


2 

ERROR 



2 













3 




3 


SHI FT 卜 

SHIFT 一 










4 




4 


SHIFT 1 

SHIFT! 

MENU 









5 




5 



RPUP 

(PLAY SPEED UP) 


ZOOM 



T/D 

SEARCH 4 





6 




6 


CLEAR 

RP DOWN 
(PLAY SPEED 
DOWN) 









RS-232C 

TABLE 

ON 

7 




7 










STATUS 

SENSE 


RS-232C 

TABLE 

OFF 

8 




8 













9 




9 



SECURITY 
LOCK ON 








CLOCK 
ADJUST 2 


A 

ACK 



PLAY 

SEARCH 

FR/FI 








REC 



REC 

REQUEST 

已 

NAK 










ALARM 

F 






C 







GROUP 

SET 


CHANNEL 


ALARM 

R 






D 







GROUP 

CHECK 


COPY 







RS-485 

TRANS 

START 

E 







GROUP 

CLEAR 


OSD/EXIT 







RS-485 

RCV 

CHK 

F 




PLAY 

STOP 

PAUSE 







STATUS 

L0G1 

REC 

STOP 





[ l : RS -232 C のみ 

[ I :民 S 48 日のみ 

. ブロードキャスト送信時は 、 BFH コマンドに 続けてい 《 イトのデータを送信 
すること力;できまず。ただし、送信可能なデータは、 00 H 〜 EFH の範囲 
に限定されます （ FOH 〜 FFH は使用禁止)。 

. D 7 H にがしては、それぞれのコマンドに規定された連続するデータが返 
信されまず。 
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